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（開会 午前 ９時００分）

○小菅委員長

ただいまから、昨日に引き続き、予算審査特別委員会を開会します。

ただいまの出席委員は１７名です。委員定数の半数以上に達していますので、この会議は成

立しました。

日程に入る前に報告します。本日の欠席の届出が小向繁展委員からありました。

次に、本日の遅刻の届出が桜田英雄委員からありました。

以上で報告を終わります。

昨日に続き、議案第１２号、令和４年度八街市一般会計予算についてを議題とします。本日

は文教福祉常任委員会に所管する事項の審査を行います。

委員の皆様に申し上げます。質疑は、議事運営の能率を図る上から、予算書等の内容に沿っ

てページ数を明示した上で、内容を明解にして質問されますようお願いします。また、本特

別委員会の発言時は、ご自身でマイクのスイッチを押して赤に点灯してから発言してくださ

い。発言が終了しましたら、もう一度スイッチを押して赤を消灯させてください。よろしく

お願いいたします。

審査の順番は、お手元に配付の予算審査特別委員会審査予定表により行います。

これからの審査についてあらかじめ申し上げます。文教福祉常任委員１人当たりの１回の質

疑時間は答弁を含め２０分程度とし、交代制を導入して行います。また、委員外委員の質疑

時間は、常任委員会ごとに、答弁を含め２０分以内となっておりますので、よろしくお願い

いたします。時間は呼び鈴でお知らせいたします。

文教福祉常任委員以外は退場してください。

（常任委員以外退場）

○小菅委員長

これから審査順１、第１表歳入歳出予算、歳入１４款分担金及び負担金から１７款県支出金

及び２２款諸収入の内歳出２款総務費の内１項１０目及び３項に関する事項、第１表歳入歳

出予算、歳出２款総務費１項１０目及び３項、第２表債務負担行為（３）（４）（５）の審

査を行います。

最初に、文教福祉常任委員の質疑を許します。

○小髙委員

それでは、予算書９４ページ、地区コミュニティ推進費の中からお伺いいたします。

概要説明書では３６ページですけど、ここに令和２年から４年に対しての推移も出ています

が、これは恐らく来年になると、横ばいという形に今度表示されてきてしまうと。令和２年

から令和３年度にかけて、コミュニティ推進費が削減されてしまいました。自分の住んでい

る地区で言いますと、この予算、配分された分に関しては、各町内会に割り振られていたと

ころですが、今では町内会に対する配分が区ではカットされている状況でございます。区の

加入率を考えたときに、区、または町内会等が活動できる資金の担保が必要ではないかと考

えます。



ただし、現行ではなかなかいい打開策が出てきません。加入率促進のために担当課としては、

ペーパーを作っていただいて配布したり、努力はしていただいているところですが、やはり、

ここでしっかり加入促進のための予算を立てて、加入促進された地区に対して補助できない

か、そういうふうに考えるわけですが、いかがか、お伺いいたします。

○古内市民協働推進課長

区の加入に関しては、市民の皆さんの個人の判断ということが前提になりますので、その辺

については市では関与できないと、そういうふうに認識しているんですけれども、今、小髙

委員がおっしゃったとおり、区の加入促進のパンフレットや、広報でも月１回、区の紹介を

行う中で、ふるさと意識の醸成を兼ねたＰＲに取り組んでいるところでございますけども、

また、今年度は実施できなかったんですが、区長会の勉強会ということで、他市町村の事例

や、それぞれの地域で行っていることを皆さんで共有していただいて、区の活性化の努力に

つながるような支援は今後も続けていきたいと考えております。

○小髙委員

区長会の皆さん、区長さんたちは、加入率に対して頭を抱えているところです。お互い助け

合いの中の自治体ですので、行政主導でいくわけにはいかないということは十分理解してい

るところでございます。

ただ、区長さんたちの努力を後押しするのが行政の仕事だと思いますので、そういうご意見、

加入促進のためのいい知恵を市民からうまく募集できれば、吸い上げられれば、それを区長

さんたちに発信してあげることができればいいと思うんですけど、もし、いい打開策、また、

他市の事例等があったら、区長会に発信していただきたいと、お願いします。

続きまして、予算書９５ページで、市民参加協働事業費についてお伺いいたします。

説明書で３７ページ。報償費の中で講師謝礼が３点計上されています。市民協働事業は、こ

れから将来に向けて、先ほどの区の活動とともに、これもセットではないかと私は考える次

第でございます。この事業が充実することによって、市民の意識の向上が図れる。ひいては

八街市が元気になれる、そういうことを考える次第です。

ただ、予算的には１３０万円弱ですが、費用対効果としては大きなものを期待するわけです

が、市民がこの事業に対して、どのぐらい参加していただけるのか、どういうことを考えて

いるのか、お伺いいたします。

○古内市民協働推進課長

研修の際の謝礼としては、職員の研修及び市民向けの講座と市民講演会ということで３点に

ついて予算を計上しておるところですけれども、特にこの予算書に表れない部分でも、地域

に職員が自ら出て、地域の人たちと関わりながら、話合いの場を設けるような別の時点でも

取り組んでおりますので、少しずつ意識の醸成は整えてきつつというか、そういう方向に

持っていけるんじゃないかと個人的には考えております。これからも市民の皆さんと対話の

機会を増やすというのが一番大事だと、私は思っていますので、来年度以降、私はおりませ

んが、しっかり職員の方に引き継いで、これからも市民と手を結んで進めていける街づくり

を目指して、推進課としては取り組んでまいりたいと考えております。



○小髙委員

ぜひとも進めていただきたい。

私のところにでも、例えば、議会でもよく一般質問されるＳＤＧｓに対して意識が高い方等

もいまして、そういう面で、市役所で何かやっていれば協力したいんだけど、なかなかいろ

んな計画にメールで送っても返事が来ないとかということは聞かれるんですけど、参加した

い市民というのは結構いるんですね。だから、情報の提供と分野を分けて、ボランティアの

募集じゃないですけど、登録しておいて、ステータスがどういう形になるか分からないにし

ても、予算のかからないことというのは、今言ったように、たくさんできると思うので、令

和４年度を起爆剤として、またさらに向上するよう努めていただきたい、お願いいたします。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○木村委員

ちょっと小髙委員とかぶるところがあるんですけれども、予算書９５ページ、説明書３６

ページになります。

地域コミュニティなんですが、これも集会施設の維持管理ということで補助金は出てはいる

んですけれども、今、コロナ禍で、なかなか公民館を使うということが少なくなってきてい

る現状があります。また、少子高齢化ということで、自治体そのものが、先ほど小髙委員も

言っていましたけれども、かなり自治体に加入している人たちも少なくてなって、維持管理

が非常に難しくなってきている現状があります。

これもまた高齢化した自治体の役員さんたちが一生懸命いろんな知恵を絞りながら、市民の

自治体の加入に対して一生懸命努力はしてくれているんですけど、なかなか加入率が上がら

ない現状があります。これを維持管理していくのに、電気代、水道代、これは確実にかかっ

てきているんですね、使用しなくても。これに対して、コロナ禍で集会もなかなかできない

状態に来ている自治体がたくさんあろうかと思うんですが、何か自治体の方から救済の要望

はなかったのか、お尋ねしたいんですけども。

○古内市民協働推進課長

１、２件は、何とかならないのかという話がありますけども、特にほかの団体からはござい

ませんし、私自身は、地域自治ということで、地域で必要だということで建てられた集会施

設ですので、地域の方が守っていくというのはやむを得ないところだと認識しているところ

でございます。

○木村委員

建前は課長の言うとおりだと思うんですけども、ただ現状はかなり今変わってきているんだ

ろうというふうに思いますので、行政側も臨機応変な対応をこれから取り組んでいただきた

いなというちょっと思いがあるんです。

高齢化でなかなか維持管理が難しくなってきているので、このままだったら、維持管理でき

ないので、解体したいみたいなところも言っている方もおられますから、そういう意味では

維持管理をきちっとできるように、行政側も少し柔軟な姿勢で対応してもらえるとありがた



いなと。

ですから、今、予算を組んで自治体にある程度の補助金が出ているわけですけども、これを

少し見直すような形で対応してもらえると、これからまた、皆さんのやる気も、自治体加入

もしやすくなってくるなというふうな思いがありますので、柔軟な姿勢がこれから取り組ん

でいけるような検討ができるか、お尋ねいたします。

○古内市民協働推進課長

やはり、行政経費ということを考えると、自治体自体の行政もままならないという状況の中

で、地域の方が守るべきところは地域の方で守っていただくというのが根本的なところだと

考えておりますので、補助金を増やすとか、そういったものについては、今のところ、私は

考えておりません。

○木村委員

私も課長から勉強しろと言われたので、ある程度、ほかの自治体も見てきたんですけども、

大分県では、高齢化を見越して運営管理の方に県の方でかなり見てくれていると、少し補助

率も上げてみたり、維持管理するための営繕費なんかは、補助率がすごく、自治体の負担が

かからないような形で市が負担していくような形を取っている自治体もございますので、こ

れからまた柔軟な姿勢で対応していただければというふうに思っております。

次の質問に移ります。

同じ予算書の９５ページ、説明書３７ページになりますけども、市民参加協働事業、この専

門委員という方は、どのような方なんでしょうか。また、推進委員に選ばれている方たちは、

どういうメンバー構成になっているのか、お尋ねします。

○古内市民協働推進課長

推進委員につきましては、今、現在、千葉大の関谷教授にお願いしておりまして、アドバイ

ザー的な役割をしていただいております。

推進委員会の委員としては、市民公募で６名、各種団体の代表ということで、子ども子育て

世代に関わる人や、区長会の代表、自治体の代表ということで、区長会の会長さんにお願い

しておりまして、あと、商工会議所の青年部、商工関係の代表として１名と、社会福祉協議

会の方から１名と、あと、ボランティア団体の代表１名ということで、合計１２人の構成員

でございます。

○木村委員

ありがとうございます。

今、こういう講演会、謝礼というか、報酬、５回というふうに書いてあるんですけども、こ

れは講演会を５回されたということなんですか。

○古内市民協働推進課長

今年度中には計画を立てておりませんけども、来年度につきましては５回の連続講座で、あ

るテーマで５回でやっていくとか、分けてやるという手法もございますし、その辺はまた来

年度、市民の皆様の意見を聞きながら、どういうものをやったら一番対話が進んだりとか、

市の職員も含めて参加できるような講演会や研修会みたいなものを開催したいと考えており



ます。

○木村委員

ありがとうございます。

区長さんも取り込んだりしていますので、なかなかいい取組だなというふうに思っておりま

すので、ぜひ、これは少子高齢化、また、自治体の加入率が低くなっている現状がございま

すので、ぜひ、活性化のために今後ともこういう取組を進めていただきたいと思います。

以上でございます。

○古内市民協働推進課長

失礼いたしました。推進委員会５回につきましては、失礼いたしました、訂正いたします。

推進委員会５回につきましては、八街市が取り組む協働のまちづくりについて、事業の進捗

状況や事業の修正とか、そういったご意見をいただく会議ですので、失礼いたしました。そ

ういう会議です。

○小菅委員長

木村委員、よろしいですか。

○木村委員

はい。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○小澤委員

予算書９５ページ、概要説明書の３７ページ、同じく市民参加協働事業費についてですが、

先ほど来からありますが、市民と行政が街づくりを共に担っていくという非常に重要な活動

であると認識をしています。より多くの市民を巻き込むという言い方はおかしいですけど、

共に八街市を持続可能な、誰一人取り残さないまちにしていくという取組の非常に大事な活

動だなと思っております。

市民協働推進課が創設されて、コロナの感染が蔓延する中、制限をされた状況の中で地域力

向上スクールをはじめとして、様々な活動をしてこられたわけですけども、今のところ、講

座、座学ベースで進んでいらっしゃるようですが、地域の中で市民とともに活動するような

取組というのは何か検討されているのか、伺います。

○古内市民協働推進課長

まだ何も見えていない状況というのが現実でございますので、地域力向上スクールでは、職

員が地域に出て、人を知る、市民を知るところから始めて、その中で地域力向上スクール等

を通じて市民との対話を重ねた上で、やりたいこと、行政が関われることというのを見付け

てまいりたいというふうに考えております。

○小澤委員

ありがとうございます。

ぜひ、１人でも多くの市民の方にこの取組が届くような情報発信ですとか、巻き込み方の工

夫をお願いしたいということと、あとは来年度から市民部から総務部へということで、部署



が変わってくるということ、これが直接的に影響するかどうかは分かりませんが、市役所内

部の全庁的に市民協働という活動を進めていただけるように要望いたしまして、私の質問を

終わりといたします。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○京増委員

それでは、まず、予算書９５ページ、説明書３７ページ、市民参加協働事業について伺いま

す。

説明書には市民協働先進地の視察ということで旅費を計上しておりますけれど、どのような

件での先進地ということで考えておられるのか、伺います。

○古内市民協働推進課長

現時点では特に計画上ないんですけども、例えば、船橋市さんとか、市川市さん、取りあえ

ず予算計上しておりますが、どこに行くという予定までは立てていないんですけども、私の

中では、市川市とか、浦安市とか、子どもの居場所づくりとか、子育てとかやっている先進

的取組とか、いろいろやっているところがあって、八街市に合うようなところがあれば、ぜ

ひ、先進地視察をさせていただきまして、取組の中にどうやったら取り込めるか、そういっ

た検討もしていきたいと考えておりますので、こういう言い方は申し訳ないですけど、一応

何か視察したいところがあった場合に対応できるような予算措置となっております。

○京増委員

八街市に合った、そういう活動がこれから研究されなければいけないと思います。

私、その点では、全ての市民に関係するのは、全てというか、多少の多寡はありますけれど、

災害のときなどにいかに協働できるかというところで、市民の力を借りていく。

例えば、台風のときもそうでしたけれど、今回、コロナで食料がなくて困ったお宅もあった

んですね。知り合いが少なかったり、親類がなかったりすると、食料がないまま過ごしてし

まったと。やはり、そういうときにどのようにしていくかということを、この活動の中で普

段から作っていくと。区に入っていない方も助けていけるようなふうにする中で協働を進め

ていく必要があるんではないかと思います。

若い方たちは、普段は区に入らなくても自分たちで何でもできるからと、区に入らない方が

本当に多く感じます。しかし、そういうときに助けてもらった、協力してもらったというこ

とで、大変なときには助け合いが必要なんだということで、区への参加も考えていっていた

だけるのではないかということもありますので、ぜひ、そういう、本当に市民が困ったとき

にどうするかというような点でも考えを付け加えていただけたらありがたいと思います。い

かがですか。

○古内市民協働推進課長

今年度は行えませんでしたが、昨年度につきましては、自主防災組織とか、区長会の勉強会

の中で、実際に活動されている方の、市内で自主防災組織で活動されている方の話を区長会

で聞いたりとか、八街市社会福祉協議会のボランティアコーディネーターの方のお話を聞い



たりとか、そういう京増委員がおっしゃられるとおりに、助け合い・支え合いというのが必

要だというのをうちの方でも認識しておりますので、先ほど小澤委員がおっしゃっていた市

民を巻き込む、たとえ区に入っていなくても、そういう地域の人たちと関われるというよう

な、みんなで街づくりをしていくんだというような取組をどうやって働きかけたらいいのか

というのを検討して、研究してまいりたいと考えております。

○京増委員

本当に市民が困ったときに助けていけると、また、助け合うことができると、そういう街づ

くりというところでも、ぜひ、いろいろなご意見がありますから、やっていただきたいと思

います。

次に、予算書１０４ページ、説明書５３ページです。

先日の委員会の議案質疑の中で、マイナンバーカードの取得者２万７千３７１人、そして取

得率は３９．７パーセントということで、これは１月末の状況ですけれど、これからどんど

んと１００パーセントに向けて頑張って市はいくんだと思いますが、このマイナンバー制度、

本当に市民からすれば、自分の情報がどうなっていくのかということで、多くの不安があり

ます。

所得や資産が結び付けられて、本当に社会保障も削減していくというふうな状況になってい

くということでは、これだけ多くの情報を結び付けてはいけないんじゃないかというふうに

思いますので、私は、これはもっともっと国民の意見を本来ならば聞いていかなきゃいけな

いと思うんですけれど、私、これは部長に伺いたいんですが、市民の不利益になるようなこ

とについて、ちょっと立ち止まって考えていく必要があると思うんですが、この点について

はどのようにお考えなのか、伺います。

○小菅委員長

京増委員に申し上げます。あくまでも議題となっている事件についての質疑を行い、個人の

意見や要望を述べることはなるべく控えてください。

○京増委員

はい。それでは、形を変えて伺います。

これから国民健康保険と結び付けていくという点では、紛失したらどうするかとか、そうい

う心配が目の前に出てきております。そして、国民健康保険と結び付けられた情報が漏れた

らどうなるのかということでは、市の方もしっかりと対策を立てていかなきゃいけないと思

うんですが、こういう新たな段階になろうとしているときの個人情報漏えいの防止について

は、今まで以上の対策が考えられているのか、伺います。

○吉田市民部長

マイナンバー制度につきましては、これまでも様々な議論がなされてきているところでござ

いまして、今、委員の方でご指摘のございましたような、そういった心配事というのは、以

前から意見として出されていたところかと思います。当然、国におきましても、こういった

課題等については払拭をするという中で、今後、マイナンバーカードの普及というものに努

めていくということになっているというふうに私は認識しておりますので、当然、国の方か



らその辺に関しましても、これから細かい指導、あるいは情報提供というものが来ようかと

思いますので、そういったものを基にしながら、市民の方にマイナンバー制度の、当然、メ

リット、デメリットといったものもきちんと含めた中、説明をした中でご理解をしていただ

いて、マイナンバーカードを作成していただくという形で取り組んでまいりたいというふう

に考えております。

○京増委員

国民にはメリットはほとんどないけれど、国には大きなメリットがあると。本当に立場に

よって、そういう違いが出てきます。本当に立ち止まっていただきたいなと思いますが、次

に質問を進めます。

予算書１１８ページ、説明書６７ページ、地域福祉計画策定業務。

○小菅委員長

１１８ページ、ちょっとお待ちください。京増委員、１１８ページは後ほどになります。よ

ろしいですか。

○京増委員

はい。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○小菅委員長

質疑がなければ、これで文教福祉常任委員の質疑を終了いたします。

文教福祉常任委員以外で質疑のある方は入場してください。

（常任委員外委員入場）

○小菅委員長

文教福祉常任委員以外の質疑を許します。

○栗林委員

お尋ねします。予算書の９５ページ、概要説明の方が３７ページの市民参加協働事業費の件

で、先ほど課長の方から、昨年度、災害に対しての有意義な講習というか、意見とかもお聞

きしたということで、先ほど受けましたが、今現在はコロナ禍ということもあって、そうい

う対面での講習会とかというのは厳しい状況の中であると思いますが、ホームページやＳＮ

Ｓ、今回、ＬＩＮＥ等も活用されていますので、そういうＳＮＳ等を活用して発信していく

という方法であれば、区、自治会に加入しているとか、加入していないとかという形でなく、

市民に、もちろん、受けられないとか苦手な方もいらっしゃいますが、若い世代とか、伝え

たい世代に多く伝わるんではないかなと思いますので、その活用に対して、どのようにお考

えか、確認させてください。

○古内市民協働推進課長

ＳＮＳやインターネットについては、一方的な発信になってしまいますので、協働のまちづ

くりという観点からすると、一番大事なのは対面ということだと認識しているんですけども、



今年度、地域力向上スクールを計画しておりましたが、コロナ禍で延期ということでやる中

で、参加者の方をＺｏｏｍとかを使えるような環境にできないのかとかというのも課で検討

いたしまして、３月５日土曜日に地域力向上スクールに参加の申込みがあった方で、Ｚｏｏ

ｍが使えない方を対象に研修会を児童館で行わせていただきまして、入り口きっかけ作りを

行っておりまして、今後、そういうＺｏｏｍとか、地域でも、中では区長さんのＯＢの方も

いらっしゃいまして、Ｚｏｏｍを区の総会とか役員会とかで役立てられないかというような

お話もいただいておりますので、また、市民の皆さんの声を聞きながら、そういった研修会

が必要であれば、職員が出向いて研修を行ったりとか、より対面が重要なんですけども、そ

れを補完する意味で、そういったビデオ通話というか、Ｚｏｏｍとか、そういったものも併

用しながら、つながりを途絶えさせないというようなところの取組も検討してまいりたいと

考えております。

○栗林委員

今、おっしゃっていただいたように、対面は絶対大切で、意見を聞くということは重要かと

思いますが、まず、その入り口として、市からこういう情報があります、こういう活動をし

ています、こういう方がこういう内容で、例えばユーチューブ等も使ってこんなことをして

います、ぜひ、皆さん、参加してくださいという呼びかけにはつながると思うので、活用さ

れていくことが、今後、重要になってくる、それも一つの手ではないかなと思います。

○古内市民協働推進課長

栗林委員がおっしゃられるように、情報発信というのは非常に重要だろうと、私どもも考え

ておりますけども、やはり一方的なものなので、どういう丁寧な伝え方ができるのか、そう

いう内容の精査は必要だという認識しておりますので、今後、情報発信の仕方については、

内容について検討は必要と認識しております。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○山口委員

若干、質問させていただきます。

予算書９４ページ、地区コミュニティ推進費の中でお伺いいたしますが、コロナ禍の中で、

区長さん、区長代理さん、力を合わせて区の運営にご尽力していただいております。特にコ

ロナ禍という中で、地区の運営、区の運営というのは、コミュニケーションが取れなかった

りとか、運営に関してなかなか苦慮されているというお話を聞いております。特に区の運営

に関しての相談をする場所がないということを伺っております。相談機能を本来であれば

担っていただきたいのは、市民協働推進課で私はあると思うんですけど、相談機能の充実に

関して、昨年度に関して、昨年度はどのような対応をされていたのか、お伺いします。

○古内市民協働推進課長

申し訳ございませんが、区長さんとか区長代理さんから相談を受けておりますけれども、た

だ、行政がタッチできない部分がありますので、その辺は地域の方の話合いで決めていただ

くしかないところでございますので、行政がこうしろとか、そういったものの指示はできま



せんというのがうちの方の考え方でありますし、自治法上も市が認可した地縁団体であって

も、市の下部組織と考えてはいけない、要は運営にタッチしてはならないということになり

ますので、相談は受けて、今も受けておりますけども、うちの方もそういった情報がない部

分については、ご相談を受けられないというのが実情です。

○山口委員

大変申し訳ございませんが、私は責めているわけではございませんので、その点はご理解く

ださい。

相談をするという中で、昨年度も各地区において、区長、区長代理を決めていくとか、新し

い区長、区長代理を決めていくという中で、情報を例えばどういった各地区で区長、区長代

理、新しく決める際には、決めていくんですかという相談をした際には、すぐにぱっとは出

てこなかったんです。そういう様々な各区の運営の方法であったり、そういった助言という

のは、できれば、すぐ対応できるような体制を作っていただきたいというのが正直なところ

でございますので、これからも区が運営に関して様々な助言、困っているときに、すぐ対応

していただけるような体制を今後構築していただきたいというふうに思いますので、よろし

くお願いいたします。

あと、９５ページの市民参加協働事業費に関してなんですけども、団体の把握であったりと

か、様々な団体がいらっしゃると思います。市内で活動されている団体、様々な市民団体と

いいますか、そういった団体の把握は、実際何団体ぐらいあるんでしょうか、お伺いします。

○古内市民協働推進課長

特に把握はできておりません。市民協働推進課自体が全てを把握ということは非常に難しい

というふうに考えておりますので、例えば、ボランティア団体であれば、八街市ボランティ

アセンター、社会福祉協議会の中にありますところと連携して団体数とかはお伺いしており

ますけども、そのほかＮＰＯ法人とか、そういった別なところで、子ども子育ての支援の関

係で活動している団体とか、そういったものについては連携しながら、ある程度は認識して

いるんですけども、数等については、総数は把握しておりません。

○山口委員

把握をされていないという話なんですけども、市民協働推進という観点から考えると、しっ

かり把握をされて、そういった方々も巻き込んで、どういうふうな街づくりをしていくか、

どういう勉強会を行っていくかというところも含めて考えていった方が、私はいいんじゃな

いかなというふうに思いますけれども、その点についてお伺いします。

○古内市民協働推進課長

市民協働推進課自体が全ての協働をやるんではなくて、全庁的に行っていきますので、子ど

も子育てに関しては子育て支援課とか、教育委員会とか、そういったところと連携して事業

を進めていくというふうに認識しております。

○山口委員

やはり、市民協働推進課というのは中心となってそういったところをまとめて、各課と連携

をしながら進めていくというのが私の認識なんですけども、様々な考えがあるとは思います



が、そこら辺は連携を取り合って行っていただきたいなというふうに思います。

○古内市民協働推進課長

山口委員がおっしゃられるように、うちで仕入れた情報につきましては、そういった情報は

必ず共有しております。ただ、各課から情報が流れてこないので、そういったもので、うち

の方としては、本来であれば先ほど申し上げたとおり、各課それぞれが事業を進めていく中

で、どういうところと連携したらいいのかというのを個々で考えていただくというのが本来

の姿だと思います。それが八街市全体の協働のまちづくりだというふうに認識しておりまし

て、当課ができたのは、協働の仕組みづくり、要は協働の取組方とか、そういったものを市

役所、あるいは市民の皆さんと共有していくという役割が市民協働推進課の役割だと認識し

ております。

○山口委員

情報が流れてこないということですので、そこの点は内部でしっかりと話し合っていただき

まして、情報が入って、連携が取れるという形を構築していただくようにお願いをいたしま

す。

以上です。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○小菅委員長

質疑がなければ、これで文教福祉常任委員以外の質疑を終了いたします。

執行部に申し上げます。審査順１に関係しない職員は退出して結構です。

（職 員 退 出）

○小菅委員長

文教福祉常任委員以外は退場してください。

（常任委員外委員退場）

○小菅委員長

これから審査順２、第１表歳入歳出予算、歳入１４款分担金及び分担金から１７款県支出金

及び２２款諸収入の内歳出３款民生費に関する事項、第３表地方債、総合保健福祉センター

整備事業、保育園施設整備事業の事業内容、第１表歳入歳出予算、歳出３款民生費、第２表

債務負担行為（６）（７）（８）（９）（１０）の審査を行います。

最初に文教福祉常任委員の質疑を許します。

○小髙委員

それでは予算書１３６ページから伺います。説明書では１０４ページとなっていますが、病

後児保育事業費の中からお伺いいたします。

今回、増額されているわけですが、増額の理由というところを聞きたいわけですが、その中

で令和２年度、３年度の実績ですかね、前に聞いたときは、あまりいなかったようなことを

聞きましたが、まだ年度途中ですので、今、分かる範疇の様子で構いませんが、お伺いいた



します。

○春日子育て支援課長

お答えいたします。

令和２年度がゼロ人で、令和３年度も今のところゼロ人になっております。

当初予算額が増加した理由といたしましては、国の基準の算出方法が変わったためでござい

ます。

○小髙委員

単純に算出方法と言われちゃうと聞きづらいんですけど、要は人件費が変わったとか、それ

なりの部分というのはあると思うんですよ。ずっとゼロ人で推移している。一つ、意外と知

らない人もいるのかな。意外とまだ利用者がいても、なかなか浸透されていない部分もある

と思うんですけど、その部分と、もうちょっと具体的に、国の算出といっても、やはり理由

があると思うんですね。その辺はどう認識しているのか、お伺いいたします。

○春日子育て支援課長

お答えします。

先に、浸透していないかというお話につきましては、広報やちまた、ホームページ等で毎年

何回か広報させていただいているんですけれども、コロナ禍ということもありまして、預け

るということをちゅうちょするご家庭もございまして、ゼロ人ということですが、今後はま

たさらに広報に努めたいと考えております。

○小菅委員長

もう１点、理由。

○春日子育て支援課長

具体的な算出方法なんですけれども、国の方の動向で、病後児保育の基本分の年額が上

がったということが原因と考えております。

○小髙委員

非常にいいことで、当初からいい事業だと思うんですけど、利用者が、結局、さっきも話が

あったけど、区の加入率だったり、やっぱり新聞の購読の減少だったり、みんなが市のホー

ムページを見たりしているわけではないので、保育園とか幼稚園等に貼り紙でお知らせぐら

いをすると、また利用者は増えると思います。お母さん、お父さん、困っている方もいると

思うので、令和４年度は、利用しないに越したことはないんですけど、やはり、あるという

ことを知っていただきたいなということでした。

続きまして、予算書１３６ページの中で子育てのための施設等利用給付……、すみません、

聞く内容が分からなくなっちゃったので、次、ちょっと飛びます。

予算書１４９ページ、私立小規模保育事業所施設整備事業費、これは新規計上されています

が、これはどのような、会社はダックスとなっていますけど、この運営、またどういう状況

で今後運営されていくのかをお伺いいたします。以前、新しくできるという話は聞きました

が、ここで予算委員会なので聞かせていただきます。

○春日子育て支援課長



お答えいたします。

こちらの事業につきましては、小規模保育施設でございまして、定員が１９名となっており

ます。八街市におけるゼロ歳児、１歳児の待機児童の解消のためにこの保育施設を設置する

予定でございます。

○小髙委員

待機児童解消に向けてということで、期待しているところでございます。

先ほどに戻ります。１３７ページで、説明書で１０６ページ、この整備事業は新規になって

いますが、この内容をお伺いいたします。

○春日子育て課長

子ども家庭総合支援拠点整備事業につきましては、児童福祉法の一部改正によりまして、子

どもとその家庭、妊産婦等を対象に、実情の把握や、子ども等に関する相談全般からの通

所・在宅支援を中心とした専門的な相談対応や必要な調査、訪問等による継続的なソーシャ

ルワーカー業務を行うものでございます。

○小髙委員

そうすると、予算の中で、相談または訪問というと、需用費、車輌とか燃料費とか、計上さ

れてこなくてはいけないと思うんです。綿密な、今、人口が減少している中で、出生者数か

らいくと、全て網羅することは現状の八街市の能力としては可能だと思うんです。全体的な

予算がちょっと少ないんですけど、ここの部分というのは大切な部分で、もうちょっとボ

リュームのある予算でもよかったかなと思うんですが、いかがか、お伺いいたします。

○春日子育て課長

現在も担当課の方としては、家庭児童相談室というものを設置しておりまして、それと業務

内容としてはほぼ同じようなものなんですけれども、より専門的に、かつ、丁寧な対応をし

ていくということが目的となっております。

また、車輌とかは、現在、担当課に１台ございますので、そういうものを活用していきたい

と考えておりまして、また、今までどおり、関係課と連携を図りながら、この事業を進めて

いきたいと考えております。

○小髙委員

最後に１つ、ちょっと細かいところで、備品という項目が出ておりますが、この事業におい

ての備品というのはどういうものになるのか、お伺いいたします。

○春日子育て支援課長

お答えいたします。

キャビネットでありましたり、携帯電話、ベビーベッド、そういうものを予定しております。

○小菅委員長

質疑中ではありますが、ここで１０分間の休憩いたします。

（休憩 午前 ９時５５分）

（再開 午前１０時０５分）

○小菅委員長



再開します。

文教福祉常任委員の質疑を許します。

○木村委員

予算書１２０ページで説明書の７２ページになりますけども、新型コロナウイルス感染症生

活困窮者自立支援金支給事業費ということで支給されているものなんですが、これをちょっ

と私、理解できないというか、教えていただきたいんですけども、緊急小口資金及び総合支

援資金の初回貸付けが完了した方や、総合支援資金の再貸付が終了した方に対して３か月間

支援金を支給するというふうにうたって、また、その後、支援期限は令和４年３月末までで、

事業完了は令和４年６月末の予定ということで、今年度は５月と６月に支給するということ

で２か月分の計上ということなんですが、２千７５４万円というのは２か月分の金額という

ことでいいんですか。

○小菅委員長

執行部、答えられますか。

○堀越社会福祉課長

新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援支給事業費でございますが、支援金の見込み

につきましては、世帯数によって金額が違うんですが、見込みといたしましては、１人世帯

で９０件、２人世帯で９０件、３人以上世帯で１１０件を見込んでおります。１人世帯です

と月６万円になりますので、１人世帯９０件で５４０万円、２人世帯だと８万円で９０件、

７２０万円、３人以上世帯で月１０万円で１１０件、１千１００万円、合計で２千３６０万

円を見込んでいるところなんですが、令和４年度中に支払うものとしては、令和３年度とか

ぶるものがございますので、令和４年度予算については、令和３年度で申請があって、その

後、令和３年度で支払いきれないものの５月分を含めて、令和４年度は合計２９０件で２千

３６０万円の支払いを予定しているというところでございます。

○木村委員

お聞きしたのは、３か月分という、３か月間、支援金を支給するというふうにうたっていて、

申請期間は令和４年３月末というふうに決めていたのに、４月分は入らないんですか。４、

５、６という３か月間を支給するということじゃなくて、なぜ５月、６月と２か月という形

になったのか、その辺のところを教えていただければと思います。

○堀越社会福祉課長

申し訳ございません。その概要としては、委員がおっしゃるとおり、４、５、６で３か月と

いうところでございます。訂正させていただきたいと思います。

○木村委員

ということで、３か月間の支給ということで、１人世帯の方たちには９０、２人世帯も９０

なんですが、３か月ずっと、これは３で割れば３０世帯ずつということになろうかと思うん

ですけど、３人以上の世帯になると、１１０件になると、３か月だと割りきれないんですよ。

だから、ちょっとここのところが数字的にどうなのかなというふうに思ったので、２か月な

ら、４５件ずつで、１人世帯と２人世帯は４５世帯なのかなと。３人世帯以上の方は５５件



なのかなというふうに思ったんですけども、ここのところで３か月になると、またここが割

りきれないかなというふうに思ったので、その辺のところをご説明、お願いいたします。

○堀越社会福祉課長

定数でございますが、通常３か月なんですけれども、要件とかがありますので、就労活動と

か、そういうこともございますので、その辺で３か月にならない方もいらっしゃるところで

ございますので、その辺も含めて１１０件というところで計算しているところでございます。

○木村委員

ありがとうございます。

３か月で完了した人も、中にはダブっているかもしれないということでの算出ということで、

よろしいですかね。

次の質問をさせていただきます。

予算書１３０ページで、説明書９０ページになります。

敬老事業費なんですが、１００歳高齢者祝金という形で祝い金と、それから報償金という形

で計上されているんですけども、１００歳を迎えられた方は、今、何名ぐらいおられるのか、

お尋ねいたします。

○飛田高齢者福祉課長

ちょっとデータとしては古いですけれども、令和３年１１月の時点で１００歳の方は１１人

いらっしゃいます。１１人です。

○木村委員

１００歳高齢者祝金というのは、高齢者祝金は１００歳の方のみですか。１００歳以上の方

は、毎日がお祝いみたいなものなんだけど、１００歳超えてもお祝い金というのは出るんで

すか、１００歳だけ。１１人ですと、１００万円というのはちょっと割りきれない数字です

けども。

○飛田高齢者福祉課長

こちらのお祝い金につきましては、１００歳の方に限定をして、毎年、国の１００歳のお祝

い状、あるいは記念品と併せて、市長が自ら１００歳の方のご家庭を訪問してお祝い金を手

渡ししているという事業でございます。

それから、人数なんですけれども、昨年の１１月時点で１１人ということですけれども、新

年度予算の編成にあたりまして、来年度の話になりますので、今、９９歳の方が今度１００

歳に繰り上がって対象となりますので、その方の人数も計算に入れまして、２０人の５万円

ということで１００万円という形で計上させていただいております。

○木村委員

ありがとうございます。

令和４年度の見込みということで計上したということで、分かりました。

あと、この役務費という形で３１０万円計上されているんですが、この役務費、敬老祝金だ

とか、報償金の比率に比べると、役務費というのはすごく高額になっているんですけども、

これはどういう内訳なんでしょうか、教えてください。



○飛田高齢者福祉課長

こちらの３１０万９千円という金額につきましては、敬老祝い品を年齢に達した方に郵送で

お送りするということを前提に、その郵送料なんですけれども、簡易書留でお送りするとい

うことで、対象の方が約７千８００世帯ございます。その方々に簡易書留３８０円、約３８

４円で計算をいたしまして、このような金額となっております。

○木村委員

ありがとうございます。

なかなか郵送で送るだとか、宅急便で送るというのは結構費用がかかるものだなというふう

に思ったので、質問させていただきました。ありがとうございます。

あと、次の質問なんですが、予算書１３１ページ、説明書９４ページになります。

高齢者の保健介護予防一体的実施事業というのがございますが、これはどのような取組なの

か、教えていただきたいと思います。

○石井国保年金課長

こちらの事業概要なんですが、高齢者の心身の多様な課題に対応し、きめ細やかな支援を実

施するため、広域連合の行う後期高齢者の保健事業と市町村が行う介護保険の地域支援事業

や、国保の保健事業を一体的に実施しようとするものでございます。

また、令和４年度につきましては、業務委託の方法によりまして、訪問指導と講演会の実施

などを計画しております。

訪問指導は、健康データやレセプトデータがない方など、健康状態が不明な高齢者の状況を

把握し、必要なサービスへ接続しようとするものであります。

講演会は、フレイル予防を主体とした講演会、運動機能能力テスト等を３回の開催を予定し

ております。

なお、健康状態不明者の数につきましては、現在、３４０名を見込んでおりまして、このう

ち参加者が８５名あることを想定しまして予算の方を計上しております。

○木村委員

ありがとうございます。

やはり、高齢者の健康、介護予防という形で、いろいろとこれから取り組んでいただけると、

非常に高齢者が元気になってくる、フレイルを防げる。介護されるような人たちを少なくし

ていく取組をこれからしていかなくちゃいけないだろうなということで、非常にいい取組だ

なと思うんですが、これをどんどん広めていかないと、継続して、受講した方がまた自分の

仲間に教えてあげられるような、そんな取組ができるといいんですが、それに対してはどの

ような方向性をもってやっていくのか、教えてください。

○石井国保年金課長

来年度は初年ということもありまして、まだまだ体制が整わない中での実施となります。行

く行くは地域包括支援センターと地域の団体と連携を図りまして、きめ細やかなサービスが

できるような形で努めてまいりたいと考えております。

○木村委員



フレイル予防に対して、これからどんどん取り組んでいってほしいなというふうに思います

ので、期待を込めまして、質問を終わらせていただきます。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○林（修）委員

今、木村委員が質問されたことを最初に質問しようと思っていましたが、質問していただき

ました。

ちょっと重なりますけれども、説明書だと９４ページにそれがありますよね。高齢者の保健

介護予防一体的実施事業ということで、今、説明を聞いて、少しそうかなと分かったんです

が、説明書の中に、一体的に対応できていないという課題という表記があります。課題とい

うところをもう少し具体的に教えてください。

○石井国保年金課長

上位組織というわけじゃないんですが、介護保険法、健康保険法、それぞれ別々の法律の下、

今、事業の方を展開しているところなんですが、それぞれ同様の事業の方をこれまでも推進

していたところでございまして、それではやはり効率的にも、市民サービスにもつながらな

いという大きな課題がございまして、今後、こちらにつきまして連携しまして、介護予防と

いう目標の下、市民の健康維持増進につなげていきたいと考えております。

課題につきましては、それぞれが別々の取組をしたというところが大きな課題でございまし

て、それを今後連携を図って、高齢者の健康づくりに役立てていきたいと考えております。

○林（修）委員

大変理解できました。言い方を変えると、お役所的な壁がなくなって一体的に取組をする、

こう解釈してよろしいですね。私ももうすぐお世話になりますけども、大変ありがたいこと

で、うれしく思います。

それから、１３５ページ、説明書で１０１ページ、児童相談システムの導入というのが新規

で計上されているんですが、少し説明してください。

○春日子育て支援課長

お答えいたします。

こちらは新規事業でございまして、家庭児童相談業務におきまして、現在、管理記録や各種

会議資料などをエクセルや紙媒体で管理しておりますけれども、児童虐待相談に対応する中

で、今後増加する複雑な相談への対応をより一層強化するために、新たな管理システムを導

入いたしまして、各種業務の作業効率の向上及び個々の事例における支援強化を図るもので

ございます。

○林（修）委員

そうすると、先ほどの小髙委員の質問の中にもありましたけれども、子ども家庭総合支援拠

点事業というのが新しく組まれていますけど、これとの連携というのが児童虐待を防止する

意味でも必要かなと思うんですが、その辺、いかがですか。

○春日子育て支援課長



はい。委員さんがおっしゃるとおり、このシステムを活用して家庭児童相談室拠点の方の業

務を行っていきたいと考えております。

○林（修）委員

私たち大人が守らなければいけない子どもの生命、人権というか、これを守らない大人が多

いというか、テレビ等で見ても「えっ、そんなことが」と思われるような子どもが虐待され

て、果ては死んでしまうということが起こっています。ですから、そういうことが八街では

絶対あってはならない、八街だけではないんだけど、どこでも同じですが、特に八街であっ

てはならないということを強く思っていますので、今回、新しい新規に２つ入ってまいりま

したので、その辺の効果を期待していますので、よろしくお願いいたします。

以上です。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○京増委員

それでは、予算書１１８ページ、説明書６７ページ、民生委員関係費について伺います。

１２月には一斉改選となるようですけれど、なかなか民生委員さんを引き受けてくれる方が

見つからないというような声もあるんですが、きちんと改選ができる人員をそろえることが

できるのか、その見通しについて伺います。

○堀越社会福祉課長

１２月に一斉改選となるところでございますが、推薦にあたりましては、来月各区長会があ

りますが、そちらの方でも推薦の方をお願いすることとなっておりますので、区の中で人選

とか、準備いただけるようにお願いしたいと思いますので、人数的には、今後、どうなるか

分かりませんが、準備として進めているところでございます。

○京増委員

今は社会福祉協議会に委託されていますけれど、普段から民生委員さんたちがどういう気持

ちで活動されているのか、次の改選時には続けたいのかとか、そういうようなご意見はあま

り聞いておられないんですか。

○堀越社会福祉課長

委託として社会福祉協議会の方にお願いしているところではございますが、こちらの方に直

接個人からの状況とかはないんですが、年齢要件とか、原則７５歳未満の選出とか、また、

地域の実情に応じて７８歳未満までの理由の選出があれば、推薦することができるとか、新

任の民生委員、児童委員を選任するには７２歳未満の選出に努めるようにというようなとこ

ろもございますので、地域の個人個人の方の事情もあると思いますが、区の中で調整をいた

だければと考えております。

○京増委員

もう既に７５歳過ぎて民生委員さんをやっておられる方もいらっしゃる、高齢化しています

よね。もう次は終わりですよといっても、まだ続けてくださいとか言われたりしているんで

すとか、本当に民生委員としての制度がちゃんと動いていくのかというところで、私は心配



をしているわけです。ですから、これから１２月までに本当にきちんと改選ができるのかと

いう点では、しっかりと皆さんの意見を聞いたり、それから、見通しを付けていただきたい

と思います。

次に、予算書の１１９ページ、説明書７１ページ、生活困窮者自立支援事業について伺いま

す。

この事業については、本当にたくさんの方が助かっていると思うんですけれど、女性や母子

世帯では、この間、どのぐらいの方たちが利用されているのか、お伺いします。

○堀越社会福祉課長

全体数は把握はできているんですが、その中の子育て世帯とか、そういう個別の支払い状況

までは把握してございません。

○京増委員

普段から、こういうコロナの時代にならなくても、母子世帯は貧困世帯が約半数を占めてい

ると、そういう状況が出ていますよね。ですから、こういうコロナの影響を受けるのは、普

段から厳しい生活をされている世帯ですから、これはきちんと母子世帯が利用されているの

かどうかとか調べていく必要があるんじゃないですか。

そして、女性もコロナ禍の中で自殺が増えていると。八街市では、今、どういう状況かは把

握されているかどうか分かりませんけれど、やはり困窮されている女性が増えているという

ことからも見ながら、女性にも大いに利用していただくという点で、私はきちんと運営して

いく必要があると思うんですが、これは調べようと思えば調べられますか。

○小菅委員長

京増委員に申し上げます。予算書及び概要説明書、執行部から提出されている資料に沿って

質問してください。質問をお願いします。

○京増委員

生活困窮者自立支援業務というのは、本当に生活を維持していく、命をつないでいくという、

そういう業務ですから、生活が本当に困っている、そういう方たちがきちんと利用できてい

るのかどうか、これが検証されなきゃいけないと思うんです。ですから聞いているんです。

内訳もやはりしていかないと、この予算が、より困っている方たちに届いているのかどうか、

それは分からないですよね。

○堀越社会福祉課長

生活困窮者に対しましては、男女問わず皆さん平等に受けられるように、こちらの方も周知

してまいりたいと考えております。

○京増委員

まずはこの間の状況を調べていただきたいなと思います。

次に、予算書１２３ページ、説明書７６ページ、障害者自立給付事業費の中の強度行動障害

加算事業、この補助金が増えているんですが、概要ですけれど、この説明をお願いいたしま

す。

○高山障がい福祉課長



まず、この事業の概要としまして、行動障害につきましては、自らを傷付けたりする自傷行

為や、食べられないものを口に入れるなどの健康を損ねる行動、また、頭突きやかみ付きと

いった、ほかの人を傷付ける他害行為や、物を壊すなどの周囲の人との暮らしに影響を及ぼ

す行動が環境の変化により生じる障がいとなります。重度の強度行動障害とは、この行動障

害の程度が本人や周りの人の命に関わるほど重たい状態のことをいいます。

この事業につきましては、重度の強度行動障害のある方への支援として、県では強度行動障

害の有識者、民間施設、相談支援事業所関係者、医療機関等により構成する暮らしの場支援

会議を設置し、アセスメントを通して本人の意思を酌み取り、障がい者の保護者の意向も踏

まえて受入先を調整して、暮らしの場へとつなぐこととなっています。

市では、この暮らし場支援会議を活用して、民間の入居施設やグループホームなどに入所し

た場合の支援員の加配配置に対する補助を行うものです。

事業としては、令和３年４月から開始しておりまして、令和３年度当初予算では１９節の扶

助費で計上しておりましたが、事業内容を精査して１８節に変更したものです。

○京増委員

強度行動障害という、こういう障がいは増えているんでしょうか。それとも、そうでないの

か、伺います。

○高山障がい福祉課長

この状態にある方が増えているかということは、データとしては持ち合わせておりませんけ

れども、今回、この補助金を活用して重度の行動障害のある方への支援をしようとするもの

です。

○京増委員

１２３ページ、上の段に戻っていただいて、幼児ことばの相談室の運営費についてお伺いし

ます。

この運営費、前年度と同じなんですけれど、コロナの中で、なかなか障がいのあるお子さん

が外に出る機会が少なくなっているんじゃないかと思うんですが、その点について、予算が

同じということは訓練頻度も同じなのかなというふうに想像します。その点について、訓練

の成果はどのように考えておられるのか、伺います。

○高山障がい福祉課長

幼児ことばの相談室につきましてですけれど、通常、グルーブ指導を実施するにあたり、１

グルーブ１０人程度の児童に対して５人のスタッフで対応しておりました。新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のため、１グルーブの幼児人数を半分の５人程度として実施しておりま

す。グルーブ指導から、また、グルーブ指導ではコロナの感染が心配という方については、

個別指導に切り替えて丁寧に療育を行っております。

○京増委員

せっかく訓練をされているお子さんたちが外に出られなくなったということで、訓練の機会

が減るというよりも、また、同じというよりも、しっかりと向上できるような、そういう政

策でお願いしておきたいと思います。



一旦終わります。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○小澤委員

まず、予算書１１７ページ、概要説明書６６ページ、社会福祉総務費ですけども、来年度か

ら児童、高齢、障がいをはじめとした福祉の最上位計画である地域福祉計画策定に関わる経

費が計上されていました、やっとという思いであります。来年度におけます計画策定に係る

スケジュール等があればお知らせいただければと思います。

○堀越社会福祉課長

策定のスケジュールでございますが、令和４年度から着手して２か年をかけて策定しようと

するものです。令和４年度につきましては、基礎調査として、市民ニーズ調査及び各福祉施

策、障がい者、高齢者、子育て、自立支援等の現状及び共通課題の整理を実施します。令和

５年度には、基礎調査を踏まえまして、目標設定、計画内容などの検討を行い、令和６年４

月からの施行を目指すものでございます。

○小澤委員

既にある計画との整合性も図りつつということになるでしょうから、非常に大変な作業が想

定されますが、ぜひぜひ八街市らしい地域福祉計画になるように、よろしくお願いいたしま

す。

続きまして、予算書１２３ページ、概要説明書が７７ページになります。

介護給付費等認定事業費ということで、令和３年度は３年ごとの更新者が多い年であったた

めということで増減理由がありますけども、私の記憶が確かであれば、コロナ禍で介護認定

も１年据置きみたいな対応が取られていたんでしょうか。改めて確認をさせてください。

○高山障がい福祉課長

１年延長も採用できたんですけれども、八街市障がい福祉課としては、なるべく予定どおり

３年ごとの更新ということで対応してきました。

○小澤委員

すみません、ありがとうございました。

続きまして、予算書１３０ページ、概要説明書が９１ページになります。

高齢者生きがい対策事業費ですけども、少子化並びに高齢化が進んでいく中で、シニアク

ラブといいますか、高齢者の生きがい創出の活動については、さらにさらに充実をさせてい

くべきかなと思っておりますが、老人クラブの単位の中で、概ね６０歳以上、かつ３０人以

上ということで基準が示されておりますけども、この辺りは、あまりきちっとしたことでは

なく、３０人集まらなくても老人クラブとして認定されるということはあるんでしょうか。

○飛田高齢者福祉課長

今現在、単位ごとのクラブの中で３０人をきっているというところもあるようには聞いてお

りますけれども、新しく作るにあたりまして３０人がどうしても必要かといったところに関

しましては、こちらの方では把握しておりません。



○小澤委員

ありがとうございます。

続いて、予算書の１３７ページ、概要説明書１０６ページです。

子ども家庭総合支援拠点整備事業費の中の需用費、虐待リーフレットというところで計上し

ておりますが、この発行部数と配布計画といいますか、どういった場所で、どういった方に

配布を進めていくのかという計画があれば、お知らせください。

○春日子育て支援課長

リーフレットの数は１万枚を予定しております。また、配布の場所につきましては、窓口の

ほか、関係機関の窓口等に配置予定です。

○小澤委員

ありがとうございます。

虐待については、コロナ禍も含めて、なかなか当事者たちは虐待という認識が持てていない

という現状もありますから、子育て支援課担当窓口だけではなく、隣近所といいますか、近

い方たちのちょっとした変化の気付きとかも重要な虐待防止、未然に防止する取組につなが

るんだろうなと思いますから、もっともっと広く虐待防止といいますか、啓発の活動につい

ては広めていただけたらなと思いますので、よろしくお願いいたします。

続きまして、予算書１６２ページ、概要説明書が１４１ページ……、大変失礼しました。過

ぎちゃいました。予算書１３９でした。概要説明書１１１ページ、おやこサロン運営事業費

になりますが、子育て支援サポーターに子育てに関する悩みをということで活動されており

ますが、こちらは父親の参加といいますか、父親が参加しやすくなるような工夫とか取組と

かというのは、何かされているのでしょうか。

○春日子育て支援課長

特に工夫というものは、今現在、模索中なんですけれども、父子家庭の方とかもいらっしゃ

いますので、周知等を図って、そういうところに相談しに来やすい環境づくりに努めていき

たいと考えております。

○小澤委員

ありがとうございます。

今、男性育休の取得であるとか、男性が子育てに関わるということに対して、積極的に応援

していこうという世の流れがありますから、ぜひ、こちらについては取組の充実を期待いた

します。

私としては最後にですが、予算書１３９ページ、概要説明書の１１３ページになります。

児童館管理運営費ということで、社会福祉協議会に管理を委託しているところではあります

が、令和３年度と４年度の予算を比べてみると、ほぼ同額、さらに増額理由の中には、指定

管理料プラス駐車場の砂利代を計上したためということで、僅かながらに増加がありますが、

児童館運営にあたっての例えば内部の遊具の購入ですとか、内部の取組の充実に関わるよう

な予算というのは、ここには計上されずに、社会福祉協議会の方で持つという認識でよろし

いんでしょうか。



○春日子育て支援課長

遊具に関しては、この予算の中には特に入っておりません。委託費の方でやっていただくん

ですが、去年４月に開館いたしました、ひまわりの家なんですけれども、皆さんからたくさ

んの寄附をいただきまして、特に玩具についても相当のものを寄附していただきましたので、

それを活用させていただいております。

○小澤委員

ありがとうございます。

今後も地域に愛される児童館の運営について、ご尽力いただければと思います。

以上です。

○林（修）委員

１点だけお伺いします。

予算書１３９ページ、児童クラブ整備事業費ということで、概要説明書の１１２ページに詳

細は出ているわけですが、工事請負費として八街東小学校、八街北小学校で多少差異がある

んですが、これは何ですかね。業者の違い、あるいはスペースの問題ですかね。

○春日子育て支援課長

お答えいたします。

こちらの方は業者の方に現場を見ていただいて、現場の形状等を鑑みまして、こういう見積

額となっております。

○林（修）委員

同じ児童クラブの電気設備費としてちょっと違いがあったのは気になりますが、高い方がい

いものができるんでしょう、きっとね。

さて、今回の実住児童クラブ、八街東児童クラブ、八街北児童クラブの３つがそれぞれ学校

の中で児童クラブを行うということですが、まず、この３つのクラブの児童数を教えてくだ

さい。

○春日子育て支援課長

３月１日現在の利用者数なんですけれども、実住が定員が１４０名でございます。そして北

の方が６０名、そして東が９０名でございます。

○林（修）委員

現在は、待機児童はゼロでしょうか。

○春日子育て支援課長

はい、待機児童はゼロです。

○林（修）委員

この３つに限らず、八街全体の児童クラブ、今後も待機児童はゼロの傾向で推移していくと

してよろしいですか。

○春日子育て支援課長

はい、そのように進めてまいりたいと考えております。

○林（修）委員



大変ありがたいことだと思います。

ちなみに、八街東児童クラブが八街東小学校の中でできたということは、今までの幼稚園の

分についてはなくなったということですか。

○春日子育て支援課長

４月から第一幼稚園を２教室にいたしまして、６月から学校内に１教室を３０名ずつで運営

していく予定でございます。

○林（修）委員

じゃあ、時間はかかりますが、やがて東小学校は東小学校、幼稚園はなくなる、そうではな

い。

○春日子育て支援課長

今、遠距離で通っている郵便局近くの児童クラブの方はなくしますけれども、第一幼稚園の

方は２教室を使って運営は続けてまいります。

○林（修）委員

ということは、八街東小学校には児童クラブはない。

○春日子育て支援課長

八街東小学校にも１教室作ります。そして同時に第一幼稚園内にも２教室で、３教室で八街

東児童クラブは運営してまいります。

○林（修）委員

すみません。よく聞いていなくて申し訳ありません。

ただ、これは２つに分かれているということは、将来的にはどちらか一方に絞れないんです

かね、東小学校は東小学校。

○春日子育て支援課長

児童クラブは、学校内に作るのが子どもの安全安心のために一番いいと考えておりますので、

東小学校の方で余裕教室が今後出てきた場合には、移行したいと考えております。

○林（修）委員

その辺は、学校の理解も必要かもしれませんが、子どものためを第一に一本化していく必要

があるかと思いますので、頑張っていただきたいと思います。

それで、児童クラブはこれで大体一通り整備できたのかなという感想を持つんですが、今ま

で実住児童クラブが大変な課題を背負っていまして、郵便局のところ、後ろのところと、そ

れで実住小学校と、それで下校のときの送り迎えとか、中央中学校の前の横断するときの交

通事故の心配とか、そういったものがクリアできて、大変よかったなと思うんです。

ですから、子どもたちの安心安全のためには、大変いい方向に出てきましたので、児童クラ

ブのいろんな計画を作っていただいた方に改めて感謝申し上げたいと思います。これからも

運営をしっかりしていってほしいなと思うんですが、もう一つ最後に、ここの職員数、これ

は３つみんな同じなんですか。

○春日子育て支援課長

支援員につきましては、１クラス２人以上置くという形になっておりまして、３つの児童ク



ラブが必ずしも同じ人数ではございません。

○林（修）委員

じゃあ、あくまでも基準数にのっとって職員を置くということでいいんですね。はい、分か

りました。

ぜひ、支援員も見ていると、大変なんですよね。大変ご苦労、学校とちょっと違ってきちゃ

うんですよ、子どもたちが。ちょっと羽根が伸びてくるんですね。その辺で支援員さんのご

苦労も分かりますので、十分なる職員の配置について配慮していただきたいというように思

います。

いずれにしましても、児童クラブ、大変いい方向になりました。感謝申し上げます。

○小菅委員長

質疑中でありますが、ここで１０分間の休憩をいたします。

（休憩 午前１０時５９分）

（再開 午前１１時０７分）

○小菅委員長

再開します。

質問はありませんか。

○小髙委員

予算書１３９ページで、先ほど児童クラブの件で質問がありましたが、同じところで、今度、

児童クラブが小学校に、また従来のところもそうなんですけど、遊び場が広くなったり、活

動範囲が増えたりすると、やはり危険のリスクも当然伴ってくるわけで、不審者対策、声か

けがあったり、連れ去りなんかあっては困りますけど、そういう予防策は行政として必要だ

と思います。今回予算は計上されていないんですが、令和４年度はどういうふうに考えるの

か、お伺いいたします。

○春日子育て支援課長

現在においても、支援員の方から不審者情報とかがあれば、こちらの方に連絡が来ることに

なっております。また、委託先の社会福祉協議会と連携しながら、安全対策に努めてまいり

たいと考えております。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○木内委員

何点か質問させていただきます。

予算書１２３ページ、概要説明書７７ページなんですが、対象者の減少のため少なくしまし

たということなんですけれども、自立支援給付認定審査会の合議体の長が令和３年度は４人

いて、委員が９名だったというふうに思うんですけども、長だけが半分になっていてという

ことなんですが、これはどういったことなのか、少しだけ教えてもらってよろしいでしょう

か。

○高山障がい福祉課長



令和３年度につきましては、更新者が多い年であったため、調査件数も多かったので、審査

会自体を多く実施したことによるものです。令和４年度について、委員さんが減ったとか、

そういうことではございません。

○木内委員

長だけが半分になっているので、ちょっとお伺いしたんですけども、委員さんは９名から８

名なので、そんなに変わらないと思うんですけども、この長は何をする人なのかよく分から

ないところがあるんですけど。

○高山障がい福祉課長

審査会について、グルーブが２つありまして、グルーブごとの長が２人いるということです。

２人です。各グルーブ１人ずつ、長がおります。

○木内委員

前回は２人ずついたということですか。それで４名だったんですか。令和３年度は４名のあ

れがあったんですけど、今回２名になって、１人ずつになっちゃったということですか。

○高山障がい福祉課長

令和３年度もグルーブの長が２人、審査会を実施した回数が多いということです。

○木内委員

じゃあ、分かりました。予算書の方は４名になっていたような気がしたので、勘違いかもし

れません。

予算書の１２９ページ、概要説明書の８９ページ、在宅老人支援対策費の中の高齢者外出支

援タクシーについてお伺いしますけれども、調査研究を進めていくという回答を得ていると

ころではありますが、今回の予算書はそのまま２千４００万円超の計上があります。また、

今回南地区と北地区もそうなんですけども、不便を感じているところがありますが、外出に

関して制限を設けなくなったことに関しては、非常に感謝しているところではありますけれ

ども、この利便性について対策が取られるかどうかについてお伺いします。

○飛田高齢者福祉課長

高齢者外出支援タクシーにつきましては、委員さんのおっしゃるとおり、令和４年度も令和

３年度と同様の制度運用で実施をしてまいりたいと考えております。

また、南部の地域の方の利便性がよろしくないといったご意見は頂戴しております。これに

つきましては、以前、いろいろなやり方について、調査、研究していくというふうにお答え

しているところでございます。その姿勢は変えずに、いろいろなやり方があるのかどうかと

いうところにつきましては、引き続きいろいろと勉強はしてまいりたいと。ただ令和４年度

の予算計上としては、同様のもので計上させていただいておりますので、ご理解いただきた

いと思います。よろしくお願いします。

○木内委員

予算内の中でもいろいろな考え方、対策等を取れるというふうに考えておりますので、今後

とも話合いをしながら進めていただきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願

いいたします。



続きまして、先ほどからも出ていますが、予算書の方は１３６ページ、概要説明書の１０４

ページ、病後児保育なんですけども、これはコロナの児童に対しても、施設等が限定されて

います。それでも案内できる状況には今ないというふうに認識しているんですけども、今、

最近１０歳未満の方もかかりつつありますし、年齢がどんどん下がっています。また重症化、

死亡者も１０歳未満で出ていますので、そういったところで、この範囲になるのかどうか分

からないところもあるんですけども、コロナのお子さんも含めてですけども、対応できるの

かどうかも含めてお答え願えますでしょうか。

○春日子育て支援課長

こちらの病後児保育事業といたしましては、病気やけがの回復期で、家庭や集団生活での保

育が困難なお子様を一時的にお預かりする制度でございまして、感染症のコロナにかかって

いて、人にうつる可能性があるというときは、お預かりは控えさせていただいております。

○木内委員

やはりコロナだと受け入れられないというところなんでしょうね。千葉県内でも、今、コロ

ナの受入れに対していろんな対策等を取っておりますけども、八街市としても、子どもが感

染して、親、家族とかというところもありますので、また、回復の程度、感染の程度、いろ

んな面で違うところもありますので、対策は取られるのかどうかもお伺いしてよろしいで

しょうか。

○春日子育て支援課長

こちらはコロナの関係する部署等と協議しながら、今後の対策を検討してまいりたいと考え

ます。

○木内委員

また子どもの死亡者等が出ないように、早めの検討をお願いしたいと思いますので、よろし

くお願いします。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○京増委員

それでは、予算書１２９ページ、それから説明書８９ページです。在宅老人援護対策費の中

の緊急通報装置設置事業についてお伺いします。

１３４万円減の予算計上になっています。令和３年度から携帯電話も緊急通報装置設置の対

象となりましたが、どのぐらいの方の利用をこの予算で見込んでおられるのか、お伺いしま

す。

○飛田高齢者福祉課長

令和４年度の予算計上にあたりまして、過去３年間の設置台数を考慮いたしまして、その推

移であったりとか、そうしたものを計算いたしまして計上をしております。

また、固定型、携帯型というお話がございましたけれども、今年の２月の請求額ベースで見

ますと、固定型が９１パーセント、４６１台中４１８台、９１パーセントが固定型、携帯型

は４６１台中４３台の９パーセントとなっております。



なお、令和４年の２月まで３年分において新たに８３台の設置がございましたけれども、こ

ちらにつきましては、８３台のうち固定型は２６台、３１パーセント、携帯型を選択された

方は８３台中５７台、６９パーセントという状況でございます。

○京増委員

といいますと、増え方としては携帯の使用が結構増えているということですね、はい。やは

り、これは民間もやっておりますけれど、市の事業を利用する方が利便性が高いということ

で、ぜひ、これも利用を進めていく必要があるかと思いますので、お願いします。

次ページ、１３０ページ、説明書９０ページの針・きゅう・マッサージ施設の利用助成につ

いてなんですけれど、この利用は年々減ってきておりますが、やはり、血の巡りをよくして

病気予防に役立てていくという点では、これの利用を高めていく必要があると思うんですが、

高齢者が増えている中で予算が減っているというところでは、新たに利用できる年齢になっ

た方にもう少し告知をしていくと、利用できると、健康予防にもなりますよとかというよう

な、そういうお勧めも必要かと思うんですが、この点については、どのようにされているの

か、伺います。

○飛田高齢者福祉課長

針・きゅう・マッサージ等施設利用助成事業の収支ということでございますけれども、当然、

広報やちまたでも、こういった事業をやりますよという告知はしております。また、介護保

険証を郵送するときに、その中にＰＲのチラシなどを同封してお知らせをしているところで

ございます。

○京増委員

努力はされているというふうに思いますけれど、やはり、１つ１つの事業が病気予防、また

ご本人の活性化につながっていくという点では、さらに努力をお願いしたいと思います。

次に、高齢者外出支援タクシーの利用助成費用なんですが、これは前年度よりも予算が減っ

ているんですけど、この理由はどのように考えての減なんでしょうか。

○飛田高齢者福祉課長

高齢者外出支援タクシー利用助成事業につきましては、過去の３か年及び今年度の半年間の

利用の状況を考慮いたしまして、その利用の数の中で積算をしておりまして、結果としては

令和４年度は令和３年度予算と比較して２８万５千円の減額という形になっておりますけれ

ども、実績を考慮しての積算ということでございます。

○京増委員

実績を考慮しての予算計上ということなんですけれど、今、交付枚数が減りました。そうい

う点では、利用する方の利便性もやはり減っているのかなという点もありますので、ぜひ、

アンケートなども取って、どうすれば利用が増えるのかという点で検討していく必要がある

かと思います。この制度についても、今、足を確保していく、そして、健康増進にもなって

いくという点では、これも重要な制度でありますので、そういう住民の皆さんの利用度が高

まる方法を考えていただきたいと思います。

次に、１３４ページ、民生費、児童福祉総務費について伺います。



一般職人件費なんですが、これは前年度１８人だったんですが、１人減っております。児童

福祉については充実させていかなければならないと思うんですけれど、人員減、正規職員の

減ということはなぜなのか、お伺いします。

○春日子育て支援課長

こちらの給料に関しては、こちらで１人減とはなっておりますけど、会計年度任用職員等で

補充されておりますので、実際には減にはなっておりません。

○京増委員

そうですか。

警察庁の統計によりますと、令和２年度のＤＶの相談、虐待が共に過去最大となっておりま

す。こういう中で、職員の増員、また正規職員の増員が必要と思うんですが、会計年度再任

用職員の中で相談活動をされている方はどのぐらいおられるのか、お伺いします。

○春日子育て支援課長

家庭児童相談員が３名と母子福祉相談員が１名でございます。こちらの方には母子福祉相談

員は入っておりません。３名だけです。申し訳ありません。

○京増委員

相談員が３名ということは、これで十分な相談ができるんだろうかというふうに思うんです

けれど、それでは、ちょっとお聞きしたいんですが、ＤＶ相談は、この間、どういう推移で

件数がなっているのか、伺います。

○春日子育て支援課長

婦人相談によるＤＶ相談に関しましては、令和２年度が２６件、令和３年度も、これはまだ

年度途中ですけれども、２６件でございます。令和元年度は３６件でしたので、減少傾向に

あると考えられます。

○京増委員

ＤＶ相談が減っているということですよね。全国では増えているということですから、八街

市が減っていく要因は、私はないと思うんです。といいますのは、やはり、経済的に困窮し

ていくと、そういうＤＶなども増えていくという点で、八街市もそこから逃れることはでき

ていないという点では、相談員がもっと必要なのではないかと、この点についてはどのよう

にお考えですか。

○春日子育て支援課長

申し訳ありません。先ほど３名と申し上げましたけれども、４人の間違いですので、訂正さ

せていただきます。

また、相談員は、やはり専門性がある相談員が必要と考えておりますので、今後も専門の職

員を募集してまいりたいと考えます。

○京増委員

それでは、虐待についての相談はどういう推移なのか、お伺いします。

○春日子育て支援課長

令和元年度が２０８件、令和２年度が２４０件、令和３年度はまだ途中ですが、１５５件と



なっております。

○京増委員

虐待相談については増えているということで、これは全国的な傾向と同じだからいいわけ

じゃないんですけれど、この点についての相談はきちんとできている部分があるのかなとい

うふうには思うんですが、そういう意味ではＤＶ相談については、もう少し充実が必要なの

かなというふうに思います。

それでは、１３８ページ、母子援護対策費についてお伺いします。予算書１３８ページ、説

明書１０８ページです。

自立支援教育訓練給付金についてなんですけれど、本年度、上限が８０万円と増えているわ

けなんですけれど、この理由についてお伺いします。

○春日子育て支援課長

申し訳ありません。資料を持ち合わせておりませんので、後ほどお答えさせていただきます。

○京増委員

その把握はあれですけど、これはどのような職種が考えられるのか、それについては何かあ

るんでしょうか。

○春日子育て支援課長

保育士や介護職といったものが主となっております。

○京増委員

上限が８０万円というふうになったということは、ある程度、職種が広がるのかなというふ

うに私は期待しているんですけれど、この制度は生活保護受給者も利用できるのかどうか、

お伺いします。

○春日子育て支援課長

自立支援教育訓練給付金に関しては、母子家庭のお母様や父子家庭のお父様が就職に必要な

資格や技能を身に付けるために、教育訓練講座を受講修了した場合に、受講料の一部を助成

するものでございます。

○京増委員

ということは。

○春日子育て支援課長

生活保護も対象になります。

○京増委員

これは、ぜひ、私は生活保護を受給されている方にもしっかりと勧めていただきたいと思う

んです。といいますのは、母子世帯の中でも、今を必死で働いておられる方は、この制度が

ありますよとお伝えしても、今の生活を維持しなきゃならないということで、なかなか利用

できない。そして、毎年の結果を見ましても、利用者が少ないという点では、今、生活があ

る程度保障されている方に利用ができるんではないかと思いますので、ご検討をお願いしま

す。

それから、高等職業訓練給付金についても、これも毎年利用者が少ないんですが、令和３年



度はどうだったのか、お伺いします。

○春日子育て支援課長

令和３年度の実績としては、１人でございます。ただ、令和３年度の途中から新たにひとり

親家庭在宅支援貸付事業というものが施行されたことによって、自立支援プログラムの策定

を受けて自立に向けて意欲的に取り組んでいる児童扶養手当受給者に対して、住宅の借上げ

等の補助を創設することになりましたので、今後、利用者は増えると考えております。

○京増委員

利用の促進をお願いしておきます。

○春日子育て支援課長

すみません、先ほどの自立教育訓練給付金のことをお答えしてよろしいでしょうか。

上限が８０万円になったという理由につきましては、国の方の要綱が変わりまして、令和４

年度から受講料が６割から１０割に変更になったことと、上限も２０万円から８０万円に要

綱の方が改正になったことによって、市の方もその要綱を使わせていただく形で増額になり

ました。

○京増委員

それでは、１４０ページ、保育園費についてお伺いします。

一般職人件費９７人分となっております。令和３年度が９６人でしたから、１人増というこ

とで、正規の保育士さんが増えたということですよね。本当にこれは大変ありがとうござい

ます。大いに期待したいと思います。

それで、八街市の保育士さんたち、毎日一生懸命、子どもたちの面倒を見ておられるという

ところでは、本当に大切な仕事をされているわけです。しかし、保育士さんの給料は安いと

いうことが言えると思います。

今回、国が保育士さんの給料を引き上げるというふうにして予算も出すんですが、公務員で

の賃上げの対象としております。八街市は、保育士の賃上げをしていくのかどうか、まず伺

います。

○春日子育て支援課長

公立の保育園に関しましては、人事給与担当課と協議しましたところ、本市の保育士等の処

遇改善につきましては、一般行政職と同じ給料表を使用しており、ほかの職種との格差はな

いことから、処遇改善は今のところ予定しておりません。また、近隣市にも確認しましたと

ころ、皆、同様の回答をいただいております。

○京増委員

国の方も地方でも賃上げできるんですよというふうに通知はしているわけですから、私はこ

れは賃上げをして、そして魅力ある仕事として正規の職員さんが増えていく、そういういい

循環にしていく必要があるかと思います。

保育士さんの給料が低いという点は、園長職が５級、また６級ということで、本当に経験の

ある保育士さん、園長さんも大変低いというふうなことがありますので、私は、これは、制

度も変えなくちゃいけませんけれど、当面、保育士さんの給料を引き上げていくという点で、



市長は、この点については、どのようにお考えなのか、伺います。

○北村市長

実は保育士さんの人材育成、確保ということで、保育士の確保及びさらなる待遇改善を図る

ために法定価格における基本的単価、処遇改善加算等について、地域の実態を十分踏まえて、

国で十分な財政措置を講じるということで、市長会で決議しております。

○京増委員

本当に政府にしっかりと財源を取っていただいて、給与引上げにつなげていただきたいと思

います。

次に、１４１ページ、保育園管理費なんですけれど。

○小菅委員長

京増委員、時間になりましたので、ほかの委員と交代になりますので。

ほかの質疑はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○小菅委員長

なければ、京増委員。

○京増委員

はい。保育園管理費についてお伺いします。

保育園にも感染を防ぐために様々な経費がかけられております。そういう中でも感染の子ど

もたちが増えているんですが、感染者は今まで何人だったのか、お伺いします。

○小菅委員長

京増委員、質問を予算書に沿った質疑でお願いします。

○京増委員

それでは、１１節の役務費についてお伺いします。

手数料７千１１万２千円、これは派遣の保育士さんの費用なんですけれど、派遣の保育士さ

んを紹介していただくと、経費がかかるようですが、八街市はどのぐらい払っているのか、

お伺いします。

○春日子育て支援課長

保育士、令和４年度は７名を雇用する予定でして、７千１１万２千円となっております。

○京増委員

それは給料とか、もろもろですよね。その中で、例えば保育士さんの派遣には１人７０万円

かかるとかいうような報道もありますが、その中に紹介料というのは入っているのか、入っ

ていなければ、どうなんですか。

○春日子育て支援課長

紹介料は含まれておりません。

○京増委員

入っていないけれど、７人で７千万円かかっているということですよね。ということは、保

育士さんが１千万円の給料をもらっているわけじゃないわけですから、それは派遣会社の方



に多くが払われていくということですので、やはり、これだけのお金があれば、正規の保育

士さんを広げていけるんではないかということでお伺いしました。

次に、保育園全体についてなんですけれど、各保育園の予算が出ておりますけれど、特に令

和４年度は光熱費とか、賄い材料費が大分値上がりになるんではないかと予想されますけれ

ど、この予算は、そういう値上げの見通しも立てた上での予算なのか、お伺いします。

○春日子育て支援課長

市立保育園の方を全体的に見ますと、光熱費、燃料費が本年度より上乗せしてございます。

○京増委員

賄い費はどうですか。

○春日子育て支援課長

お答えいたします。

賄い材料費が高騰したからというわけではございませんけれども、あくまでも子どもの人数

によって算出しております。

○京増委員

かなり物価が上がっているし、これから上がるという予想されますので、対応をお願いして

おきたいと思います。

次に、予算書１４９ページ、それから説明書１２９ページです。

家庭的保育事業運営事業費についてお伺いします。これはひよこのお家、いろはに保育園の

運営費ですけれど、監査はどのぐらいの間隔で行っているのか、伺います。

○春日子育て支援課長

申し訳ありません。監査の回数ということで、もう一度質問をお聞きしてもよろしいでしょ

うか。

○小菅委員長

会計監査のことですか。

○京増委員

監査のこと。

○春日子育て支援課長

分かりました。各園、年１回でございます。

○京増委員

その監査の結果なんですけれど、家庭的保育所の場合は、ゼロ歳から２歳が対象ですよね。

その年齢は守られているのかどうか、お伺いします。

○春日子育て支援課長

はい、適切に運営しております。

○京増委員

それでは、ほかの保育士さんの配置基準ということもちゃんと守られているということでよ

ろしいんでしょうか。

そうですか。



それから、その下の私立小規模保育所事業所なんですけれど、ダックスという株式会社のよ

うなんですが、このダックスさんは基本的な仕事はどういう仕事なのか、お伺いします。

○春日子育て支援課長

お答えします。

大網白里市の方で同様の事業を実施しております。同じ小規模事業を保育私立の事業を行っ

ております。

○京増委員

株式会社というのは根本的には利益を追求する会社ですので、本当にしっかりと見ていく必

要があると思うんですけれど、この予算計上にあたっては、きちんとそういう様々な条件も

話し合っておられると思いますが、問題はないということですよね、これは予算を計上して

いるということは。ないから予算計上だと思いますが。

はい、じゃあ、しっかりとお願いいたします。

次に、予算書１５３ページ、説明書１３２ページをお願いします。

生活保護費についてなんですけれど、予算が前年度よりも減額予算になっております。これ

も生活保護費については、全国的には受給者が増えているわけなんですが、八街市では逆に

減っているという、そういう予算ですけれど、この間の申請者はどういう推移なのか、お伺

いします。

○堀越社会福祉課長

生活保護の申請ということでございますが、令和元年度から数字を申し上げますと、令和元

年度は申請件数としては１８７件、令和２年度では１５６件、令和３年度、これは１月まで

でございますが、１２７件というような推移でございます。

○京増委員

令和３年度は、まだ集計は途中なんですけれど、例えば、令和２年度と同じ月と比べて、今

までの令和３年度の申請状況はどうだったのか、減っているんでしょうか。

○堀越社会福祉課長

令和３年度の１２月と令和２年度の１２月で比較いたしますと、１６件増えている状況でご

ざいます。

○京増委員

１２月は増えているけれど、でも令和３年度の見通しは全体で前年度と増えるのかどうか、

その点についてはどうお考えですか。

○堀越社会福祉課長

保護世帯数で、各年３月で申し上げますと、令和元年度の３月時点では保護世帯数が８２６

世帯、令和２年度の３月では８４９世帯、本年度でございますが、１月時点で８５８件と、

去年から今年にかけては横ばい状態というような状況でございます。

○京増委員

多少増えているという感じですね。本当に生活が困窮されているということは、これはもう

想像できることですから、申請に来られた方がちゃんと受給できるようにということで、ぜ



ひご努力をお願いしたいと思います。

１つ１つの扶助費を見ますと、減っております。予算全体が減っているわけですから。私は

特に、生活扶助費は増えていますね。医療扶助費が減っているという点では、これは、コロ

ナのせいもあるのかなとは思うんですけれど、生活保護の方たちは、受給するまでにかなり

苦労されている方が多いということでは、病が軽いうちにしっかりと病気を治していただく

という点では、この医療費が減っていくということは、私は大変心配な点がありますので、

この点については、どのようにお考えなのか、伺います。

○堀越社会福祉課長

医療扶助費につきましては、委員さんがおっしゃるとおり、全体扶助費の中から見ても、ほ

ぼ半分を占めているという状況でございまして、月々の計を見ましても、１千万単位で変更

していくようなところもございますので、難しい状況なんですが、令和２年度の決算額と令

和３年度の実績を見まして、今回、このような形の計上というようなことになってございま

す。今後は、状況を見極めていきながら、扶助費については対応してまいりたいと考えてお

ります。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○小菅委員長

質疑がなければ、これで文教福祉常任委員の質疑を終了します。

文教福祉常任委員以外で質疑のある方は入場してください。

（常任委員外委員入場）

○小菅委員長

次に、文教福祉常任委員以外の質疑を許します。

○丸山委員

それでは、私は２点、お伺いしたいと思います。

まず、１点は１３０ページの敬老事業、敬老報償品についての質問でございますが、これは

令和４年度、どのような形で実施されるのか、お伺いいたします。

○飛田高齢者福祉課長

令和４年度につきましては、敬老祝品贈呈事業実施規則に基づきまして、令和３年度と同様

に７５歳以上の方にお祝いの品をお送りするということで計画をしております。

○丸山委員

令和３年度と同じということは、ＱＵＯカードを皆様にお渡しする、これは郵送なんですが、

そういうことですよね。実際に利用に関しては、どのような状況か、把握されていますで

しょうか。

○飛田高齢者福祉課長

令和３年度にお配りしたＱＵＯカードの一人ひとりというか、どんなような利用のされ方を

したかというところにつきましては、こちらでは把握はしておりません。



なお、令和４年度の敬老祝品の配付ということですけれども、ＱＵＯカードの配付を前提と

した予算計上ではございません。予算の範囲内で適切な品を選定したいというふうに現時点

では考えております。

○丸山委員

それでは、ＱＵＯカードではなくて品物に代えるということでよろしいんですね。そういう

ことですね。

実は現在のＱＵＯカードに関しては、大変不評だったんです。いつも行った先々で、使える

ようにしてほしいんだという、そういう声をいただいていました。

令和４年度は品物をお渡しするというようなことで、事業の内容が変わるということなんで、

そういう点では、やはり、高齢者の皆様の気持ちが本当にほっとするような内容のものにし

ていただきたいということをお願いしたいと思います。

それから、１４１ページの保育園管理費、需用費の中で消耗品費６１２万円ということで計

上がされております。これはコロナ感染症対策費として計上されているわけですが、政府は

緊急事態まん延宣言、あるいはまん延防止など重点措置が出された地域の自治体に対しては、

小学校、そして保育園等への定期的な検査を行うよう求めているわけです。

厚生労働省は１週間に１回、少なくとも２週間に１回の検査を求めているということで、八

街市はこういった保育園に関して、コロナの検査等はやっていないと思うんですが、これは、

やはり、今のコロナの状況を見ていますと、３０歳以下の方々の感染というのが、いまだに

高いと、子どもたちへの感染もあるということで、保育園での対策が必要ではないかなとい

うふうに思いますが、その辺について、どのように、令和４年度、お考えなんでしょう。

○春日子育て支援課長

今まで以上に園内の消毒等を図りながら、キットの検査の方に関しては、今後検討させてい

ただきます。

○丸山委員

これは厚生労働省が１週間に１回、少なくとも２週間に１回はということを言っているわけ

です。これは２分の１の国の補助があるわけですから、大いに活用して実施していただきた

いというふうに思います。

そういった点で、部長はどんなふうにお考えでしょうか。

○吉田市民部長

今、丸山委員の方からお話がございましたように、保育園のいわゆる先生方が率先してＰＣ

Ｒ検査を受けていただいて、子どもたちへの感染を防ぐということは、これは大変重要なこ

とだと思います。今のご指摘の方は真摯に受け止めさせていただきまして、今後、ＰＣＲ検

査のキットの確保の状況にもよりますけども、そういったものを早急に進めながら、そう

いった保育園の先生方のＰＣＲにつきましては、積極的に考えてまいりたいというふうに考

えます。

○丸山委員

ぜひ、これは先生方に限らず、子どもたちに対してもきちんと対応していっていただきたい



というふうに思います。

やはり、自治体で検査キットは確保していかなければならないので、大変な努力が必要かと

思いますけれど、ぜひ、先に先にと読んで、取組を強めていただきたいと、このことを申し

上げまして、私の質問を終わりたいと思います。

以上です。

○小菅委員長

ほかに質疑はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○小菅委員長

質疑がなければ、これで文教福祉常任委員以外の質疑を終了いたします。

昼食のため、休憩いたします。

午後は１時１０分から再開します。

再開後は、審査順３の審査を行いますので、審査に関係する職員以外は退室して結構です。

（休憩 午後１２時００分）

（再開 午後 １時０９分）

○小菅委員長

再開します。

初めに、吉田市民部長より発言を求められております。それを許可します。

○吉田市民部長

午前中の丸山委員からのご質問で、保育園におきまして定期的な検査をというご質問の中で、

私、抗原検査と答弁すべきところをＰＣＲ検査というように答弁をしてしまいました。おわ

びして訂正をさせていただきます。大変申し訳ございませんでした。

○小菅委員長

これから審査順３、第１表歳入歳出予算歳入１４款分担金及び負担金から１７款県支出金及

び２２款諸収入の内歳出４款衛生費１項１目から４目に関する事項、第１表歳入歳出予算歳

出４款衛生費１項１目から４目の審査を行います。

最初に、文教福祉常任委員の質疑を許します。

○木村委員

１点だけお伺いしたいと思います。

予算書の１６３ページ、説明書の１４５ページになります。高校生等医療費助成事業費に関

してお伺いするものです。

前年比に比べまして、２７パーセント、５９２万５千円予算計上、減少されているんですけ

ども、これは高校生の数が減ったということでよろしいんですか。

○小山田健康増進課長

お答えいたします。

減額の主な理由といたしましては、制度を始めて以来、償還払いで助成をしてきたところで

ございますけれども、実績の方がだんだん出てきましたので、それに合わせて積算をしたと



ころ、減額になったということでございます。

○木村委員

八街市は早くから高校生までの医療費の無償化をしていただいて、本当にありがたいなとい

うふうに思っているんですけども、今後、また減る傾向にあるんですかね、高校生に対する。

○小山田健康増進課長

お答えいたします。

確かに高校生の数の方は減っているというところは、そのとおりでございますけれども、償

還払いの金額に関しては増えております。ただ、今コロナ禍におきまして、受診控え等があ

りますので、そこの方は注視しながら、予算化の方は対応していきたいと思っております。

○木村委員

今、コロナ禍でそういう医療関係に行かれる方が高校生の間で少なくなってきているのかな

というふうには思いますけども、このまま少子高齢化で子どもたちが少なくなってくるとし

たときに、せっかくこういう制度を作ったものですから、なるべく多くの子どもたちに医療

を受けてもらいたいなと。また、親の負担が軽くなるようにということで、今後、子どもた

ちが減るような傾向でありましたら、他市では大学生まで医療費無償を打ち出しているとこ

ろがあるようなので、八街市もそんな形で考えてもいいのかなというふうに思ったんですが、

それに関してはどうですか。

○小山田健康増進課長

確かにそういった動きがあるというのは承知をしているところでございます。ただ、八街市

としましても、まだ高校生の医療費に関しましては、単費で支出をしているところでござい

ますので、市長会等を通して国の方に要望等も上げているところでございますので、そう

いった財源等も含めて、今後、検討していきたいというふうに考えております。

○木村委員

いろんな医療の先進地という形で、住みよい街づくり、また、住んでいてよかった街づくり

という形で、八街市もいろんな形で周りから注目されるような、そんな取組ができればいい

なというふうに思っていますので、前向きに検討していただければと思います。

以上です。

○京増委員

それでは、予算書１５７ページ、一般職人件費について、お伺いします。

今年度は３６人ということで、前年度比にしますと、１２人増えるということのようなんで

すけれど、これはどういう職種が増えるのか、お伺いします。

○小山田健康増進課長

令和４年４月に組織の改正に伴いまして、健康増進課の中にワクチン対策室を設けることに

なっております。その関係で人件費の方は増になっているところでございます。

また、以前から人事サイドの方には、保健師等の専門職の補充の方はお願いしているところ

でございますので、保健師につきましては、採用があり、３名の増員をしていただけるとい

うことで聞いております。



○京増委員

保健師さんの３名ということは、一般職人件費３６人の中に入っているんでしょうか。それ

とも会計年度の方のことでしょうか。

○小山田健康増進課長

正規の職員でございますので、一般職の人件費の方に入っているものというふうに考えてお

ります。ただし、昨年度２名の退職がおりましたので、総数にいたしますと、特にそのまま

あまり変わらないというのが現状でございます。

○京増委員

会計年度任用職員も３人増えていますのですけれど、これもコロナ関係でしょうか。

○小山田健康増進課長

増になっているのは、コロナワクチン対策室の方の職員でございます。

○京増委員

予算書１６１ページ、説明の方は１３９ページです。

産婦健康診査助成費についてなんですけれど、５万円ということで計上してあります。産後

２回の助成のようなんですが、これは新生児訪問もありますけれど、このほかに産後２回増

やすということですね。ですから、産後全部で３回あるということでよろしいですか。

○小山田健康増進課長

こちらの産婦健康診査費助成金の５万円に関しましては、償還払いでの請求を想定したもの

でございます。また、産婦健康診査自体は、各病院の方での健診になっておりますので、新

生児訪問等とはまた別のものになります。

○京増委員

多胎妊娠さんの健診についてお伺いするんですけれど、これは１４回を超える健診とプラス

５回の健診ということで理解してよろしいでしょうか。

○小山田健康増進課長

はい、そのとおりでございます。通常の妊婦の健診自体の回数が１４回でございます。それ

に加えて多胎児ということで増える分が５回を限度にしての配付ということでございます。

○京増委員

とてもいいことだなと思います。

やはり、１人の子どもを育てるのも本当に大変なわけですから、５回増えた回数を利用して、

産後、スムーズな子育てができるように、妊婦さんの時期からしっかりと相談に乗るような

体制を作っておいていただきたいなと思いますけれど、そういうことも視野に入れた、そう

いう健診になるんでしょうか。

○小山田健康増進課長

今、母子手帳を交付するところから、出産、それから育児ということで、子育て世代包括支

援センターの方での関わりというのが重要になってきているものと考えておりますので、そ

ちらの方で切れ目がない形で支援をしていきたいと考えております。

○京増委員



妊娠期からしっかりと対応していくということで、子育て支援センターもあるわけで、そう

いう一環かと思います。

次に、１歳６ヶ月児健康診査について伺います。その下でございます。説明書は１４０ペー

ジとなります。

虐待のことなどを考えていきますと、本当に妊娠時、それから各成長期の健診がとても大切

になりますけれど、１歳６ヶ月児健診、例えば前年度よりも上昇させていくと、受診率を高

めていくという点では、何かあるんでしょうか。

○小山田健康増進課長

１歳６ヶ月児健康診査の令和３年度の受診率を申し上げますと、９６．８パーセント程度は

確保しているところでございます。また、残りのなかなか受けられないような家庭につきま

しても、お声がけの方を電話等でしているところでございます。

○京増委員

３歳児健診についてです。説明書１４１ページ。

３歳児健診については、今回、眼科検診の健診用の備品がそろえられるということで、本当

に私も感謝しております。

やはり、この３歳児健診についても、子どもの目の健康をしっかりと保っていくという点で

は、非常に大事な健診となります。今まで以上に眼科検診が詳細になりますよと、しっかり

と異常があれば見つかりますよというような、そういう告知を今まで以上にする必要がある

と思うんですけれど、この点についてはどのようにされるのか、伺います。

○小山田健康増進課長

やはり、受診率を高めていく重要性というのは認識をしているところでございますので、通

知等で個別に通知を出しているところもございますので、そういった中でしっかりと伝えて

いきたいというふうに考えております。

○京増委員

特に、目については、小学校に入学時に様々な問題が発見されるということがありました。

そういう点では、ここでしっかりと異常を捉えていくという点では、八街市は本当にしっか

りやらなきゃいけないと。ほかのところでは、もうこの機械を使ってやっているところもあ

りましたので、非常に力を入れていただきたいと思います。

それで、各年齢の健診の受診率なんですけれど、ほかの市町村、印旛郡市の中では、受診率

はどの程度なのか、お伺いします。

○小山田健康増進課長

申し訳ございませんが、手持ちの資料がありませんので、お答えができません。申し訳ござ

いません。

○京増委員

次に、予算書１６３ページ、説明書１４４ページの１２節の委託料なんですが、産後宿泊ケ

アについて伺います。

宿泊ケアの対象者は、何か条件があるのかどうか、お伺いします。



○小山田健康増進課長

こちらの事業につきましては、出産後１年以内の母子等で、心身のケア、育児のサポートが

必要な産婦になっております。

○京増委員

ケアが必要な方ということであれば、自分が希望するということではなくて、市の方がお勧

めをしていくという、そんな感じですか。

○小山田健康増進課長

こちらの方も子育て世代包括支援センターの方での面談等をした中で、必要な方というのは

お勧めをしたりしております。

○京増委員

子育て世代包括支援センター業務も条件としては、産後全員をケアするというんじゃなくて、

選んでいくというか、そんな感じなんでしょうね。

○小菅委員長

京増委員、質問、よろしいですか。

○京増委員

はい。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○木内委員

何点か質問させていただきます。

予算書１６０ページ、概要説明書１３６ページになると思うんですけども、各種予防費につ

いてなんですけども、ワクチン接種について、今回、栗林委員の方からもあったと思います

が、帯状疱疹ワクチンの接種について、また検討していただけると回答いただいていると思

うんですけども、令和４年度の予算で、そういった予算計上、もしくは対応についてお伺い

させていただきます。

○小山田健康増進課長

帯状疱疹のワクチンにつきましては、引き続き検討させていただくということで、令和４年

度の当初予算の方には盛り込んでおりません。

○木内委員

ぜひとも検討する中で、早めのワクチン接種、５０歳以上の方については、他市その他につ

いても始まっているところではありますし、帯状疱疹にならないことが一番健康にもつな

がってくると思いますので、よろしくお願いいたします。

それと、予算書１６１ページ、概要説明書１３９ページなんですけども、妊婦の助成金なん

ですけども、これは１回幾らとかという感じで決まっているんでしょうか、お伺いしてよろ

しいでしょうか。

○小山田健康増進課長

例えば、産後健康診査業務につきましては、１回５千円ということで規定をさせていただい



ておりますので、その回数分になっております。

○木内委員

妊婦の健康診査費の１４回分のやつも１回５千円ということですよね。それでよろしかった

でしょうか。

○小山田健康増進課長

妊婦健康診査につきましては、それぞれ妊娠の時期によって検査の内容が違ってまいります

ので、それぞれ単価を設けさせていただいているところでございます。

○木内委員

単価がそれよりも多かったりする場合が結構あったりするんですね。それぞれの妊婦の方に

よって違うんですけども、また、病院によってもこの単価が違ったりします。成田市なんか

は、増えた分について、限度２千円となっていますけども、補助しているところもあります。

八街市については、そういった補助がないというふうに認識していますので、今後、オー

バーした分の、後から償還払いになるんですけども、成田市のような助成をしていただけれ

ばと思うんですが、いかがでしょうか。

○小山田健康増進課長

今の段階では、まだそういったことを実施するということは考えておりません。

○木内委員

結構、産婦人科によっては高額なところもあったりするケースがありますので、ぜひとも検

討の方をお願いして、また、来年度予算に組み込むのであれば、早めにやっていただければ

と思いますので。

終わります。

○京増委員

先ほどの一般職人件費についてなんですけれど、１５７ページです。

一般職人件費についてなんですけれど、まだまだコロナがどうなるかがちょっと分からない

ところがありますけれど、職員の残業代は、例えば、多い人で何時間ぐらいが予定されて、

分かるかどうか分かりませんけど、どのぐらいを見ているのか、お伺いします。

○小山田健康増進課長

コロナに関して申し上げますと、予算の中での積算というのはこちらで対応しておりません

ので、お答えができません。

ただ、やはり、ワクチン対策室といたしましても、法定内の労働時間、時間外労働の方も守

れるように対応していきたいというふうには考えているところでございます。

○京増委員

本当にコロナが長引いておりますので、職員の健康というところも大変心配されるんですけ

れど、この人件費の中で年休の消化なんかは、どの程度できているのか、１人当たり。

○小山田健康増進課長

予算の中で年次休暇というのは反映しているところはないと思っておりますけれども、休み

が取りやすい環境作りには努めてまいりたいと思います。



○京増委員

努めていかれるとは思うんですけれど、でも、実際には、本当に長くなっていますから、き

ちんと皆さんで交代して休みが取れるという、そういう環境作りをぜひ皆さんでやっていた

だきたい。大変なこととは思うんですけれど、人数が決まった中でやるんですから、大変で

すけれど、健康に留意できるというような、そういう環境で働いていただきますよう要望し

ておきたいと思います。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○小菅委員長

質疑がなければ、これで文教福祉常任委員の質疑を終了します。

文教福祉常任委員以外で質疑のある方は入場してください。

（常任委員外委員入場）

○小菅委員長

次に、文教福祉常任委員以外の質疑を許します。

○角委員

それでは、質問させていただきます。

予算書１６０ページ、概要説明書１３６ページ、各種予防費の件で、そのうち子宮頸がん予

防接種のワクチンのあれがあると思うんですけども、今回、小学校６年生から高校１年生の

予算を付けていますが、この通知の中に、まず、予診票というのも付けるのかどうか、その

辺の確認をさせてください。

○小山田健康増進課長

予算化しております子宮頸がん予防接種につきましては、予診票の方を付けて郵送させてい

ただく予定でございます。

○角委員

ありがとうございます。

それから、キャッチアップ接種に関しては、今回、この中に予算というのは入っているのか

どうか確認させてください。

○小山田健康増進課長

キャッチアップ接種に関しましては、予算の方は盛り込んでいない状況でございます。

○角委員

では、考えはないということなのか、今後、検討して、これから補正で入れていくのか、そ

の辺、確認して。

○小山田健康増進課長

当然、子宮頸がんのワクチンの積極的勧奨をしていない世代につきましては、接種をしてい

ただく環境は整えていきたいというふうに考えておりますので、今後、対応してまいりたい

と思います。



○角委員

打ちたくても知らなかったという人が、年代がいますので、しっかりとその辺、周知の方、

予算の方、付けていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

以上です。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○小菅委員長

質疑がなければ、これで文教福祉常任委員以外の質疑を終了します。

会議中ですが、ここで１０分間の休憩をします。

休憩後は、審査順４の審査を行いますので、審査に関係しない職員は退室して結構です。

（休憩 午後 １時４０分）

（再開 午後 １時４７分）

○小菅委員長

再開します。

これから審査順４、第１表歳入歳出予算歳入１４款分担金及び負担金から１７款県支出金及

び２２款諸収入の内歳出９款教育費に関する事項、第３表地方債、小学校施設整備事業、中

学校施設整備事業、中央公民館施設整備事業、図書館施設整備事業、体育施設整備事業、学

校給食センター施設整備事業の事業内容、第１表歳入歳出予算歳出９款教育費、第２表債務

負担行為（１４）の審査を行います。

最初に、文教福祉常任委員の質疑を許します。

○小髙委員

それでは、予算書２２２ページ、教育委員会事務局諸費から伺います。

報償費で事務事業外部評価という項目、謝礼が計上されていますけど、この外部評価はどの

ような方が、どのような方法で、どういうものなのか、お伺いいたします。

○井口教育総務課長

こちらは法律に基づきまして、毎年、前年度の事業につきまして事業評価をしておりまして、

まず最初に、各課からそれぞれ事業の評価を上げさせまして、それを教育委員による評価を

やった後で学識経験者の方２名に外部評価をお願いしているというものでございまして、２

名のうち１名は市役所のＯＢの方でございます。もう１名は教員のＯＢの方でいらっしゃい

ます。

○小髙委員

続いて、２２３ページの教育指導費の中からお伺いします。

就学区域審議会があるわけですが、この部分の質問に関しては、昨年の痛ましい事故を受け

まして、就学区域の在り方というのが令和４年度は検討すべきと思いますが、就学区域を決

めるにあたっては、当然、委員会が開かれてのことになると思うんですが、考え方として、

令和４年度、どういうふうに進めていくのか、お伺いいたします。



○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

昨年度の事故を受けまして、危険箇所等の確認をした上で、委員会として検討していること

として、通学路の変更や、または建設部等で行っているハード面の改善等も踏まえながら、

就学区域につきましては、慎重に、この１年間、コロナ禍の中で、委員さんたちにつきまし

ては書面開催というふうな形になってしまいましたけれども、今後、もう一度、児童・生徒

数の通学路、通学区域をよく慎重に検討しながら、協議してまいりたいと考えております。

○小髙委員

児童数の増減も各学校によって大きな問題だと思いますが、まずは優先すべきは子どもの命

だということで進めていっていただきたいと思います。

続きまして、予算書２４０ページで、概要説明で２７４ページ、備品購入費の中で子ども１

１０番の家の周知看板の費用が計上されております。

ここに来て、子ども１１０番の家の協力家庭の見直しがされる話を聞いておりますが、私ど

ものところに来たのは、メールで登録してくれと、小学校の方に。それでメール登録したわ

けですが、各学校というか、市内全域統一でやらないのかなと、ちょっと思ったんです。そ

の部分に関して、どういう見解をもって進めていくのか、お伺いいたします。

○小川社会教育課長

子ども１１０番に対しましては、現在、市ＰＴＡ連絡協議会が主体となって活動しておりま

す。登録世帯が既に空き家とか、また、名義等を変更しているということがあることから、

登録世帯全部を確認しようということで、ＰＴＡ連絡協議会の方で決定しております。

令和２年度に各学校長、教頭、市Ｐ連の役員等で運営委員会を設置しまして、その中で各学

校のＰＴＡにご協力いただいて、１軒１軒確認作業をしようということで、令和２年度から

活動を行っておりますが、どうしてもコロナ禍の状況で活動が思うように作業が進んでいな

いということで、各学校によって、そういったばらつきがあると。最終的には、全世帯を確

認して、登録世帯を確定するという状況で、現在、動いております。

○小髙委員

基本は子どもを守るということが前提、また、困った子どもに手を大人が差し伸べようとい

うことなので、着実に進めていただきたいと思います。

続きまして、予算書２４６ページ、図書館管理費についてお伺いいたします。

備品購入費で貸出用図書が９００万円計上されておりますが、デジタル図書は、令和４年度

はどうなるのか、新規増刷というんですか、その様子をお伺いいたします。

○森図書館長

ここ数年、こちらの備品購入費が例年１千３０万円で紙の本を買うということの当初予算が

付いておりました。令和４年度におきましては、令和３年度から電子図書館サービスという

ものを始めた関係上、この１千３０万円を２つに分けたような状態で、通常の紙の貸出用図

書等を９００万円、それから、使用料及び賃借料において貸出用電子書籍使用料ということ

で、１５４万円を計上しております。当初予算といたしましては、始めての電子書籍の計上



であります。

以上です。

○小髙委員

利用向上を期待します。

続きまして、予算書２５２ページ、体育振興費よりお伺いいたします。

小出義雄杯八街落花生マラソン大会がなかなか開催できなくて、非常に残念なところでござ

います。今年こそはという思いもございますが、補助金として５００万円計上しているわけ

ですけど、総予算はどのぐらいを考えての補助金なのか、また、補助率とかはどういうふう

になっているのか、また、内容に関しては、どういうような内容で行う予定なのか、細かい

ところを説明願います。

○秋葉スポーツ振興課長

八街落花生マラソン大会、こちらの方は令和４年度大会開催にあたりまして必要経費を算出

しまして、支出の合計で約１千４５２万円、このうち補助金助成対象経費が１千５３万円と

なりまして、補助率の２分の１以内とし、５００万円を予算計上したものでございます。

マラソン大会の内容につきましては、コースにつきましては、第１回大会と変更はございま

せん。また、基本的に北口のロータリーで、イベント等も現在のところ考えているところで

ございます。

開催にあたりましては、コロナ感染対応を十分に取りまして、今、準備を進めているところ

でございます。

○小髙委員

ワクチンが皆さん、打てた段階で、何とか、近隣の動向も見なくてはいけないのかもしれな

いけど、開催できることを、みんな、願っていますので、万全を期してお願いしたいと思い

ます。

続きまして、予算書２６３ページ、調理場給食事業費よりお伺いいたします。

概要説明は２９６ページですけど、この中にはないところなんですけど、予算化した時点に

おいては、恐らくまだ世界情勢の悪化がなかった段階だと思うんです。今現状で世界情勢が

悪化して、小麦粉の上昇、原材料費の方で言いますとけど、燃料費の増加などは一般会計か

ら出るにしても、原材料、給食費のことが若干気になります。

給食会から購入している部分、また、今までは２０業者ですか、から購入している部分等の

給食費に関わる材料費が高騰した場合、給食の内容を落としてまで提供するべきなのか、そ

れとも、給食費の見直しをするべきなのかという岐路に立たされるんではないかと思います。

その点はどういうふうに考えているのか、お伺いいたします。

○河津学校給食センター所長

今、委員さんがおっしゃるとおり、ここ直近で牛乳にしましても、米は若干の変動がありま

すが、小麦、パンにしましても、少しずつ単価が上がっております。また、直接的に、今、

ここで幾らということはデータがないんですが、給食会を通さずに購入する加工品等の値上

げも進んでおります。



そのような中で、今コロナ禍におきまして、担当とすれば、本来であれば、学校給食費の適

正化というのを進めたいところではあるんですが、このコロナ禍において、その負担をすぐ

に保護者の皆さんにお願いするという状況にはなかなか言いづらい部分がありますので、ま

ずは、今いただいている給食費の中で可能な限り栄養基準等に沿った内容で給食の提供をで

きるよう、栄養士が特に中心になって献立を作成しているところなんですが、工夫をしなが

ら、給食の提供、その質を落とさないやり方での給食の提供というところで、かなり努力し

ているところでございます。

○小髙委員

まさにセンター長が言うとおりで、コロナ禍だけでなくて、いわゆる世界情勢の悪化によっ

て家計自体の支出も、恐らく今後増えていくと。やはり、給食費の捻出が厳しくなってくる

状況も相当うかがえます。

払えなくなった場合には方策はありますけど、でも、それはまたちょっと違う話で、なるべ

くだったら自分の子どもの給食費は、親は自分で払いたいと思っている人はたくさんいます

ので、給食費を上げるという手段というのは、もう最終的な手段になってくるのかなと。た

だ、十分情勢を周知していくことは、令和４年度にとっては大切なのかなと。

多少、内容がカロリーベースでは提供できても、内容の簡素化は懸念されるところがありま

す。そこは十分提供されている側の保護者、子どもたちには周知していかなくちゃいけない

部分だと思いますので、栄養士さん、またセンターの職員一丸となって、給食事業に対応す

る年かなと思いますので、頑張っていただきたいということを思い、終わります。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○木村委員

１問だけ質問させていただきます。

予算書だと２３１ページになるかと思いますが、説明書だと２５６ページですか。

ＩＣＴの環境整備事業として、令和３年度補正予算で電子黒板を小学校では３台、中学校で

は５台整備したということですが、これは中学では３年生、小学校は高学年６年生向けに整

備されたとお聞きしたんですけども、今後、随時整備していかなければならないというよう

なこともおっしゃっておられたんで、今年度は予算計上していないんですけれども、令和４

年度はそういう整備をしないのか、令和５年度に向けて、また補正を組まれていくのか、今

後の計画がありましたら教えていただきたいと思います。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

まず、電子黒板は、今度の補正の際に８台購入ということでなっておりますけども、この４

月の段階で、まず、２８台、もう入ってくる予定でおります。

この活用の仕方につきましては、中学校３年生、それから小学校６年生、高学年を中心に進

めていきたいと考えておりますけれども、今後の予定につきましては、次年度以降、先日も

お答えいたしましたけれども、大体３か年計画の下で補助金を活用しながら購入できたらと



いうふうに考えております。

○木村委員

教育には、差別だとか、そういうものがあってはいけないので、なるべく早い時期に整える

ように計画していただきたいと思います。

以上です。

○林（修）委員

それでは、まず、予算書２２５ページですかね。説明は２５１ページかな。

教育センターの運営費なんですけれども、説明の概要表を見ると、令和３年と令和４年は予

算額が全く同じですよね。ゼロパーセント。これはちょっと理解できないんです。全く去年

と同じことをやるということですか。

もう一回言いますか。

○小菅委員長

もう一度、質問。

○林（修）委員

はい、それでは、もう一度申し上げます。

教育センターの予算なんですけれども、説明書によると、令和３年、それから令和４年、全

く同じ額で、ゼロパーセントですね、予算が同じだから。これはどういうことなのかな。令

和３年、令和４年は同じ内容でやるということですか。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

支出の部分では、計上予算の中では同じですけれども、活動する内容等については、教育セ

ンターでの研修、それから講演会等についても、また去年より、よりよいものを、今、検討

しているところでございますので、ご承知いただきたいと思います。

○林（修）委員

交進小学校に教育センターが移動して、今度は２年目ですか、確認。

○鈴木教育委員会参事

はい、これで２年目を迎える形になります。

○林（修）委員

そして、あそこに教育センターの看板も下がっていますよね。教育センターという看板を下

げて、これから事業を展開するときに、この予算では駄目だと、私は思いますよ。もっと積

極的に１年目の成果を受けて、２年目はこういうことをやっていくんだという予算に表れな

いと、ちょっと私は理解に苦しんです。教育センターには大変な関心があり期待しておりま

すから、子どもの教育向上のためにも。

例えば、ここを見たら、調査費とか、図書費とか、全然これは上がっていませんよね。この辺

はどうなんですか。調査費、何もしないんですか。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。



調査費等、図書購入等もございますけれども、調査に関しましては、校長会と、それから教

務審議会等の教育センター運営委員会を通じながら、今現在、行っているところであって、

標準学力検査の調査等も行っておりますので、今、委員さんが言われたように、今後もっと

拡大した事業を組んでいく中で、予算計上できれば、今後進めていきたいと考えております。

○林（修）委員

多分、新しい所長さんは控えめにこの予算を出したと思うんです。でも、私はそう考えませ

ん。攻めるんですよ。攻めて、それで結果は減らされても、八街の教育をどうするんだと考

えたときには、この予算では、私はあまりにも少な過ぎると考えますので、できれば、また、

じゃあ、ちょっと考えて、補正の中で組むとか、そういったことを考えてほしい。大変期待

のあまり、余計なことを言いましたけど、ぜひ、頑張ってほしい。

それで、余計なことなんですけども、余計なことは言わなければいいんだな。この概要説明

書の２５１ページの中に需用費、ここに辞令交付式等に関わる消耗品、これが入っています。

これはちょっと理解苦しいな。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

辞令交付式に係る消耗品というのは、感謝状等における消耗品費というふうに受け取ってい

ただけたらと思います。

○林（修）委員

これは教育センターの予算の中に出てくるものではないでしょう。もっと違うところに出て

くるものだと思いますよ。ちょっと考えて入れていただきたい、ご検討をいただきたいと考

えます。

いずれにしましても、交進小学校に教育センターができて、これから、あそこの活動を積極

的に展開していただいて、将来的にはこの教育センターを土台に、また大きな教育センター

を市の中央にしていく考えもあります。そこら辺は大きな展望性をもって、よろしくひとつ

お願いしたいと思います。期待のあまりに言いたいことを言いましたけど、よろしくどうぞ

お願いします。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○京増委員

それでは、予算書２２２ページ、会計年度任用職員の人件費について伺います。

令和３年よりも３００万円ぐらい増えているようですが、どのような職種が増えるのか、お

伺いします。

○井口教育総務課長

それでは、お答えさせていただきます。

昨年度より増となっている部分につきましては、まず、学校用務員が１名でございます。こ

れは再任用職員が６５歳に達しまして、再任用でなくなってしまうものですから、引き続き

会計年度任用職員として任用しようとするものであります。



それから、幼稚園教諭１名追加いたしまして、こちらは育休産休の職員がまた増えてまいり

まして、ここで１名育休代替で増やすというものでございます。

以上、今回の予算におきましては、金額的なものもあれなんですが、増員としては一応２名

増えているということであります。

○京増委員

スクールソーシャルワーカーとか、相談員さんとか、そういう方たちの人員は変わらないと、

今までと同じという理解でよろしいでしょうか。

○井口教育総務課長

京増委員のおっしゃるとおり、人員については変わっておりません。算定としましては、今

いる人員で算定をしましたので、それが去年より多くなっているということではないかとい

うふうに考えております。

○京増委員

全国的に小中学生の不登校が増えているというふうな報道があります。八街市は小学生が増

えたり、また、中学生が一時減っていたのに増えているような、そういう傾向がありますけ

れど、令和２年度、令和３年度の八街市の不登校率の状況をお伺いします。

○小菅委員長

京増委員に申し上げます。予算書に沿った質問をお願いします。

○京増委員

これは２２２ページの会計年度の職員のことで、例えば、中学校の適応教室も会計年度の職

員がやっておられますので、これを聞いてよろしいと思うんですけれど。

○鈴木教育委員会参事

お答えします。

今、委員の質問にお答えさせていただきますと、小学校の不登校が１．０３パーセントから

１．６８パーセントに、また、中学校については５．７パーセントから７．１パーセントに、

このコロナ禍によって増加が見られております。

○京増委員

不登校の子どもたちの行き場所、例えば中学校については適応教室が４か所、それからナ

チュラルがあるんですけれど、それらの施設を利用している人数の増減はどうなっているの

か、伺います。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

小学校におきましては、適応指導教室に通われている児童が８名から、昨年度は６名に減少

しております。中学校におきましても、３８名から３７名、ナチュラル通級につきましては、

小学校が５名から３名、中学校については１２名から７名と。自宅での学習というふうな形

で、コロナの状況も考えながら、外出ができていないというところも鑑みまして、このよう

なデータとなっていると思います。

○京増委員



コロナがありますから、確かにコロナが不安で行きたくないというようなことはあると思わ

れるんですけれど。しかし、どの年代についても、やはり、家の中に籠もっているというこ

とは、精神的にも、もちろん体力的にもよくないということがあるんですけれど、特に子ど

もたちが家で籠もって外に出ないで暮らしているということは、本当に大きな影響があるん

ではないかと思うんですが、この点については、どのような対応が必要なのかなというふう

に考えておられるんでしょうか。

○小菅委員長

京増委員、一般質問になっておりますので、予算の審査に戻ってください。

○京増委員

会計年度任用職員さんの仕事として私は聞いているつもりなんですけれど。じゃあ、不登校

の問題については、また一般質問でやるということで。

それでは、図書館司書についてなんですけれど、これはたしか４人ですね。

○小菅委員長

予算書のページ数をお願いします。

○京増委員

ですから、会計年度任用職員のことです。

この間、人員の増員はありません。やはり、不登校の子どもたちが多いということは、もう

従前と変わらないんですから、図書館司書の方の役割というのはすごく大きいと思うんです。

それで一遍にこの４人の方を正規の職員にするわけにはなかなかいかないと思います。しか

し、どこか１校でも、不登校が多い学校から正規の図書館司書を雇用すると、そういう方向

はできないものでしょうか。

○鈴木教育委員会参事

委員さんのおっしゃるとおり、図書室が子どもたちの心の安らぎの場所であるというところ

は確かなところでございます。なかなか外に出て遊びにいく機会ができなかったり、子ども

の性質上もありますので、そういうところで図書室というのは、非常に有効な場所だという

ふうに考えております。

校内適応指導教室がない学校について、やはり図書室等も非常に有効な場所であると考えて

おりますので、教育委員会として、また、引き続き人員の要望、時間の要望等については、

行ってまいりたいと考えております。

○京増委員

子どもたちが本当に充実した義務教育を受けられるようにということでは、しっかりと対応

していく必要があると思います。

それから、スクールソーシャルワーカーについてなんですけれど、子どもたちの貧困が解決

しません。ますます悪くなっているんではないかと思われるぐらいなんですけれど、今、

ソーシャルワーカーは何人配置されていますか。

○鈴木教育委員会参事

今、学校教育課の方で１名配置しているところでございます。



○京増委員

以前はたしか２名を雇用しようとしたことがあるように思うんですけれど、これは１名で週

に３日ですか。

コロナ禍で、やはり家庭の貧困が増えていると思います。学校生活と、それから家庭生活を

調整したりするのにパートさんの週３日の１名で足りるとは思えないんですけれど、これは

コロナの影響は、これからも家庭には経済的にも大きく響いていくと思います。増やしてい

く方向はないんでしょうか。

○鈴木教育委員会参事

確かに、今は週３日勤務の中で学校教育課の中でスクールソーシャルワーカーを配置してお

りますけれども、今後、貧困等も大いに考えられる中で、県の教育事務所のソーシャルワー

カー等も有効に活用していきたいというふうに、今、しているところでございます。

また、ソーシャルワーカーの勤務時間とか、日数を今後要望できたらというふうに考えてお

りますので、ご理解いただけたらと思います。

○京増委員

子どもたちが少しでも安心して暮らせる、そういう方向で各相談活動とか、そういうものを

充実させていただきたいと思います。

次に、予算書２２４ページ、そして説明書２１８ページの外国語指導助手事業費について伺

います。

この事業は、児童・生徒の英語力の向上につなげると、コミュニケーション能力の向上につ

なげる、そういう事業だというふうに説明がありますよね。

でも、私、子どもたちの様子を見ておりますと、例えば、勉強がよく分かる子は分かる。だ

けれど、分からない子は本当に基礎的な単語も分からないまま３年生になって受験を迎えざ

るを得ないと、そういう子どもたちもおります。こういうことは把握されているんでしょう

か。

○鈴木教育委員会参事

中学校におきまして、学力検査、そのほかの検査等において、英語を苦手としている子たち

の数や、それから、苦手としている生徒たちという状況は、こちらも調査をかけたり等はし

ているんですけれども、ここの部分でＡＬＴを配置することで、何とか授業の中で外国語に

親しむ、そして意欲を増すというような授業改善等も今後進められたらというふうに、その

改善に向けていきたいと考えております。

○京増委員

恐らく英語がよく分かるお子さんは、本当に楽しいと思うんですよ、ネイティブの先生がい

てくれるということは。だけど、分からない子はどこまでも置いていかれるという状況です

ので、やはり子どもたちが基礎学力が付けられるような、そういう方向でお願いしておきま

す。

次に、教育センター運営費、予算書２２５ページ、それから、説明書２５１ページです。

ここで、教育センターで学力テストについて、様々な対応をされると思いますが、どのよう



な準備をしているのか、お伺いします。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

毎年、年度末２月をめどに１年間の学力状況を調べる上で、県の標準学力検査を本市では

行っているところです。この標準学力検査を実施していない市町も確かにございますけれど

も、その中で実施することで、子どもたちの学力状況を、どのようなものなのかということ

で実施をして、先ほども教育センター運営に係ることで、各校の校長、それから教務主任で

構成されている教育センター運営委員会を通じて、その年の学力検査の状況を前年度や過去

何年間の基のデータを整理しながら、学力状況調査を調べて、次年度に活かしていくという

ようなことを行っています。

○京増委員

１年間勉強したことをしっかりとテストで結果を見ていくということがあるんですけれど、

これも本当に大変なことだなと思うんですが、そのために学力テストに向けて準備を行って

いるということがよく報道されております。それはどういう内容かといいますと、テストの

ために繰り返し練習をさせるとか、そういうことをさせているようですが、八街市としては、

それはどのようにされているのか、伺います。

○鈴木教育委員会参事

よく報道等でも４月、５月に行われる全国学力状況調査に関して、準備をして数値を上げる

というふうな報道がよくされますけれども、本来、その準備、事前から１年間のまとめを学

力検査の前に集中して出そうなところを学校がやることで、本来の学力状況とはやはり違っ

たものとなるとは思うんです。ですので、本市では、そのような事前に課題を持たせて学力

検査に臨むというようなことは、そういう方策は取らせておりません。

○京増委員

本当にそういう授業は面白くないような、そんな気がします。やはり、勉強は新しいことを

学んでいく、復習ももちろん大事なんですけれど、そういう意味では、八街市ではそういう

ことはしていないということで、少し安心かなと思います。

そこでお聞きしますけれど、学力テストに参加しない子どもの人数とか率は。

○小菅委員長

京増委員に申し上げます。ただいまの発言、質疑の範囲を超えておりますので、質問を変え

てください。

○京増委員

これは教育センターについての質問なんですけれど、どのぐらいの子どもたち学力テストに

参加しているのか聞いて……。

○小菅委員長

京増委員、予算書及び概要説明書、今回、提示されている資料に沿って質問してください。

○京増委員

これは人件費などについても説明にはありませんけれど、やはり、職員の皆さんが仕事をす



ることによって事業が行われるわけですから、この説明にないからといって質問してはいけ

ないということはないと思いますよ。この教育センターの仕事として学力テストについても

学力を引き上げていくという点では、重要なことですよね。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

県の標準学力検査については、子どもたちが検査用紙を持ち帰ることはできないでおります。

ですので、学校を休んでいる子については、基本的に検査は受験しておりません。

○京増委員

実は八街でも学力テストの日に休みたいというお子さんがいて、実際に休むお子さんもい

らっしゃるんです。それで私は、この学力テストということが本当に子どもたちにどうなの

かなということでお聞きしたわけなんです。

次に、予算書２３０ページ、それから、説明書２５７ページでございます。

小学校教材備品等購入費についてなんですけれど、これは毎年少なくて、各学校の学級全体

に必要な購入ができないというふうに思います。この予算でいきますと、各学校に１学級分

ぐらいの予算と思われるんですが、これは、毎年このような額ではなくて、増やしていく必

要があると思いますし、文部科学省の方も学力の育成を図る上では、計画的な整備を促進す

るとしております。この点については、今後、どうなのか、伺います。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

教材備品につきましては、学級で購入するための備品ではなくて、学校で必要な備品を優先

順位の高いものから、毎年、学校で、その予算の中で購入させていただいているところであ

ります。

学校にとってもこの予算があることで非常に有効活用されておりますので、予算が増えるこ

とには本当にありがたいことなんですけれども、学校と協力しまして、必要な備品を購入さ

せていただいているところでございます。

○京増委員

これは、もちろん、今のこの状況では１学級分用ではなくて、学校全体で使っていると、そ

ういうことなんですけれど、本当に必要な備品の１学級分じゃないかということを言ってい

るわけです。

これは中学校でも同様ですので、子どもたちの学力を付けていくという意味では、必要な予

算を今後しっかりと付けていっていただきたいと思います。

次に。

○小菅委員長

京増委員、２０分たちましたので、ほかの委員の質問に移ります。

ほかの委員、質問はありませんか。

○小澤委員

何点か確認をさせてください。



少し細かなところになってしまうかもしれませんが、お許しください。

予算書２２４ページ、概要説明書の２４９ページ、教育支援センター管理運営費ですが、先

ほど、委員の方から、不登校ですとか、ナチュラルを利用されている方等々のお話がありま

したが、今、様々な状況の中で学校にうまく通えないお子さん、お一人おひとり状況は違う

と思いますし、様々な背景があるとは思いますが、ナチュラルで対応されているスタッフの

陣容といいますか、どういった職員が実際に対応されているのか、お伺いいたします。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

今、スタッフが３名、ナチュラルに配置されておりまして、その中で通われてくるお子さん

の指導、援助という形で行っております。

また、教育支援センターには、カウンセラーさん、市で雇用しておりますカウンセラーさん

もいまして、その中でナチュラルに通ってくる子どもの保護者等の面談等も、今、実際に

年々ここは増加しているところでございます。

○小澤委員

ありがとうございます。

とかく学校に通えないということが悪く言われがちですけども、多分学校に行けない子が一

番苦しんでいらっしゃるでしょうから、お子さんの気持ちに寄り添った対応で支援にあたっ

ていただければと思います。

続いて、予算書２２５ページ、概要説明書２５１ページ、教育センター運営費ですけども、

役務費の中に学校ホームページクラウドサービス利用料１６施設とありますが、市内小中学

校プラスどこかの施設も含まれていらっしゃるんでしょうか。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

そこに分校がございますので、１３にプラス幼稚園３施設で１６施設というふうに考えてお

ります。

○小澤委員

ありがとうございます。

続きまして、予算書２２６ページ、概要説明書２５２ページ、育て八街っ子推進事業費です

けども、八街市においては、幼少中高連携教育をずっと取り組んできましたが、来年度、新

たな何か取組というのは検討されていたりするんでしょうか。あれば、お伺いいたします。

○鈴木教育委員会参事

育て八街っ子推進事業につきましては、毎年、小中交流会という形で中学校に上がっていく

小学校６年生、それから、入ってくる子たちを見守る中学生との交流会で、中学校区におい

てのそれぞれの特色を活かした交流会をしているところなんですけれども、この２年間、バ

スに乗って出かけていく行事等が中止になったことで、今後、交流会の在り方についても、

どのようにしていくことがいいのか。八街市としては、非常に歌声活動というのを重視して

おりますので、この交流会というのはどこの中学校区においても非常に重要な会であります。



ですので、このコロナ禍を脱した際には、この活動は、ぜひまた続けていきたいと考えては

いるんですけれども、そこの部分で、今年度、もう一つ工夫をしていけたらというふうに

思っています。

○小澤委員

どうやったらできるのかというか、今の状況に合わせて、どういったことができるのかとい

うのは、引き続き検討いただければと思います。

続いて、予算書２３０ページ、概要説明書２５７ページですけども、小学校、中学校の先ほ

ど教材備品購入費等でお話がありましたけれども、限られた予算の中でということで、どの

ような教材をとか、既に決まっているものとかがあれば、教えていただければと思います。

○鈴木教育委員会参事

次年度については、これから学校に要望を立ててもらっての購入ですけれども、これまでに

例えばギターですとか、そういうなかなか購入できないものを購入していただく学校等があ

るのはあります。

○小澤委員

続いて、予算書２４８ページ、概要説明書２８１ページ、郷土資料館管理運営費の中に、現

在、八街中央公民館の中会議室、２階をお借りして、仮の展示を続けているところなんです

けども、今後、郷土資料館整備に向けた取組というのは、来年度の中では何か動きがあるの

か、計画があるのか、お伺いいたします。

○小川郷土資料館長

去年の４月から中央公民館の２階の会議室を借りて展示業務を再開しております。あそこが

恒久的に使用ということは、私どもは考えておりません。現在、郷土資料館の在り方等の庁

内検討委員会を立ち上げまして、そちらの方で今後の在り方を検討していると。その下部組

織ではないんですが、作業部会というような部会を中堅職員が委員となって作業部会の中で、

今後の詳細について、現在、検討中と。ただし、コロナ禍もありまして、ちょっと会議の方

はなかなか思うように進んでいないのが現状でございます。

○小澤委員

ありがとうございます。

早い段階で、その先の道筋が立てられると、私としてもうれしいなと思っています。

あわせて、昨年でしょうか、市民の方から寄贈いただいたオールドカメラが相当数あったか

なと思いますけど、ある意味、日本の工業遺産でもあります。財産です。八街市として、今

後どうしていくのかみたいな計画とかがあれば、お伺いいたします。

○小川郷土資料館長

確かに、今、小澤委員の言うとおり、市民の方に数百点のカメラの寄贈をいただいておりま

す。既に、今、公民館でも数点、展示の方を行っておりまして、今現在はリスト等を作成し

て、また、展示に関しましても、今後、交代というか、新しいカメラの方を展示していきた

いとは考えております。

○小澤委員



ありがとうございます。

この件についても、引き続きご検討いただければと思います。

続いて、予算書２４９ページ、概要説明書の２８２ページ、市史編さん費でありますが、市

史編さんというのは、市民の郷土に対する理解の醸成であるとか、これらを図る上で大変重

要な作業であると認識しています。

市史編さんの完成までの計画といいますか、中長期的な視点の中から、来年度、何か動きが

あれば、教えてください。

○小川郷土資料館長

特に来年度どうこうするというのはございませんで、市史編さん委員さんの方々に、今、調

整部会、近世・近現代部会等々で、いろいろな編さん業務を行っておりますので、直近では、

どうするということはございませんが、ただ今年度、市制施行３０周年記念で八街市の１５

０年の記念誌を作っておりますので、そちらの方の業務を行っているということでございま

す。

○小澤委員

ありがとうございます。

先ほどの郷土資料館もそうですが、市史編さん費についても、八街市が今までどうあったの

か、どういうところなのかも含めて、シビックプライドの醸成には欠かせない、子どもたち

の教育には欠かせないものだと思いますので、ぜひ、中長期的な視点も含めて、きちんと整

備していただければと思います。

続いて、予算書１５２ページ、概要説明書の２８６ページ、体育振興費ですけども、昨年の

夏、東京オリンピック・パラリンピックが開催されました。現在も冬季のパラリンピックが

開催されているところでありますが、八街市において、パラスポーツに関する普及啓発等々

については、何か来年度はお考えがあるのかどうか、お伺いいたします。

○秋葉スポーツ振興課長

お答えいたします。

現在ところ、パラスポーツに対しまして計画等を行っている状況はないんですけれども、来

年度、スポーツプラザの方で床改修工事を行います。床改修工事にあたって、床の部材も、

今よりも強度のあるようなものと考えておりますので、車椅子での使用など、その辺も検討

してまいりたいと考えております。

○小澤委員

スポーツにおいて、スポーツだけではないんですけど、障がいがあるとかないとかという、

そうでなくて、また、そういう垣根を飛び越えられるような市としてのスポーツに対する取

組といいますか、姿勢というか、そういったものが見えてくれば、すばらしいなと思って質

問させていただきました。

続いて、予算書１５３ページ、概要説明書の２８８ページ、学校保健管理費になります。

教職員の健康状態、健康診断は３５歳以上を対象ということでありますが、教職員は過酷な

状況の中で日々子どもたちの教育に丁寧にあたっていただいております。健康状態、心身の



状態については、やはり、子どもにうつるすごくデリケートな環境かなと思っております。

教職員の例えばストレスチェックであるとか、メンタルヘルスに関する取組というのは、ど

ういったものが予定されているのか、お伺いいたします。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

教職員のメンタルチェックにつきましては、１年間の中でストレスチェックがございまして、

その中からストレスの高い教職員については、県の方に相談をするというようなことでして

いるんですけれども、今の段階で、ストレスチェックにおいて高い数値を上げているという

報告はありません。

○小澤委員

やはり、先生たちの笑顔が子どもたちの笑顔につながると思いますから、ぜひ、先生たちの

心身の状況について丁寧に見ていただきながら、子たちの教育にあたっていただければと思

います。

以上です。

○小菅委員長

質疑中でありますが、ここで１０分間、休憩をいたします。

（休憩 午後 ２時４８分）

（再開 午後 ２時５８分）

○小菅委員長

再開します。

井口教育総務課長から発言を求められておりますので、これを許します。

○井口教育総務課長

先ほど、京増委員の会計年度任用職員の増員の関係の質問に関しまして、一部説明の漏れが

ございましたので、改めて説明をさせていただきます。

フルタイムの会計年度任用職員といたしましては、小学校の用務員が１名増員、それから、

育休代替の幼稚園教諭１名ということなんですが、パートタイムで校内適応指導教室補助員、

こちらを２名増員いたします。それと、事故対策補助員と申しまして、こちらは何かがあっ

た場合に、突発的な欠員が生じた場合に雇い入れるものでありますけども、昨年度はこれを

１名予算計上していたところなんですが、今年度はこちらの予算計上はしておりませんで、

パートタイムについては、適応指導教室補助員が２名増員になるということで、パートタイ

ムについては、計算上は１名の増ということになります。

以上でございます。

○小菅委員長

京増委員、よろしいですか。

○京増委員

それでは、予算書２３０ページ、それから、説明書２５７ページ、小学校理科教育振興用備

品について伺います。



これも例年こういう予算なんですけれど、この予算というのは、例えば、近隣の市町村と比

べて、学校規模なども勘案した場合に、比べたら、どのような状況にあるのか、伺います。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

近隣の市町とこの備品等の比較等はしておりません。

先ほどの教材備品と同じように、理科教育備品につきましても、学校の方に、毎年、この補

助金を活用しながら購入しているもので、学校等と連携しまして、必要な優先順位の高いも

のから購入させていただいているところでございます。

○京増委員

課長の苦しい、恐らく本当はというところがあるのかと思うんですけど、教育長にお伺いし

ます。

今は本当に科学が進んでいると。そして、新しい実験材料とか、そういう理科の教材という

のは、私は必要とされていると思うんですけれど、この予算でいいのか。そういう点につい

ては、どのように考えておられるのか、伺います。

○加曽利教育長

お答えいたします。

理科教育振興費の増額という関係でご質問ですけども、日本は、ご存じのように、科学立国

でございます。資源のないところから現在のようになったのには、やはり、科学技術の進歩

というのが大きな部分です。ところが日本の中で理科離れというのが大きく最近クローズ

アップされてきて、理科教育振興費等が計上されているものだと私は思っておるわけです。

将来、日本を支える人材を育成するために、理科教育というのは非常に重要だと、私も考え

ております。

ですので、この予算は、できることであれば、もっと上げたいのは私も委員と同じ考えでご

ざいますが、なかなかほかとの関係もございますので、その辺は関係部局と、また、国の方

とも、県の方とも交渉していかなければいけないところでございますので、少しお時間をい

ただきたいなと思っておりますが、私の希望としては、もっともっと理科教育備品の方は増

額した方がいいと、私個人は思っております。

○京増委員

やはり、地域の本、国の本は、人でございますし、本当に子どもたちがいろんな分野で興味

を持って成長できるという点では、教育費は本当は惜しんではいけないと、そういうふうに

思いますので、ぜひ、国とも協力をして、しっかりと要望していただきたいと思います。

次ページ、２３１ページ、予算書です。それから、説明書２５９ページの小学校児童援助奨

励費について伺います。準要保護の受給率について、令和２年度、令和３年度、お願いしま

す。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

小学校につきましては、８．３パーセントから８．６パーセントに上昇しております。中学



校におきましても、９．４パーセントから１０．２パーセントに向上しております。

○京増委員

これは前よりも引き上がったということですね。この数字は私も初めてです。

それで、これは住民の皆さん、保護者の方が生活が苦しくなっているということを表してい

るわけなんですけれど、生活保護の１．５パーセントを基準にしていると思うんですけれど、

いますよね。それは現在の保護基準を基にしているんですか。

○鈴木教育委員会参事

そのとおりでございます。

○京増委員

お聞きした理由は、この間、保護基準が下がっているということでお聞きしたんです。です

から、もう何年前になりましたか、１．５パーセント、そのときの基準でないと、本来は実

態に合わない、物価も上がっているしというところで、今の基準ではなくて、下げる前の基

準に合わせていく必要があると思うんですが、その点について、どうでしょうか。

○鈴木教育委員会参事

以前は１．２倍だったんですけれども、現在は１．５にしているところであります。

○京増委員

そうなんです。前はもっと基準が低く、それは生活保護基準の１．２ということで、それで

徐々に引き上げていただいたんですが、生活保護自体が低くなっているわけです、基準が。

例えば、今までだったら、生活保護費が例えば１世帯で、子ども１人とかで違うとは思いま

すが、例えば１０万だったところが、それが何パーセントとか低くなっている。受給費用が

低くなっておりますので、その点を考えてしていただかないと、物価は上がっているし、適

応できない方が出てくるということが心配されます。

それと、あと、保護者の状況なんですけれど、保護者の中には、例えば、市税とか、国保税

を滞納したために給与を差し押さえられている場合もあります。労働者本人が１０万円、家

族１人につき４万５千円しか手元に残らない。そういう方たちが生活保護基準で準要保護に

ついて考えていただいても、生活実態に合わないという状況がありますので、その１つ１つ

のご家庭の経済状況がどうなのか、そういう点で考えていただいているのかどうか、伺いま

す。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

認定を受ける際に、保護者等から申請があって、生活困窮世帯につきましては、学校の方か

らも情報を提供したり、また、市のホームページを活用しながら呼びかけているところでご

ざいます。その中で個々の家庭の実態については、学校や、または役所等で申請を受ける保

護者の方からよく聞き取りをさせていただいた中での認定というふうにしておりますので、

ご理解いただきたいと思います。

○京増委員

生活実態を見ていただいて、給与の差押えをされていないかどうかとか、１つ１つ丁寧に見



ていただきたいと思います。

中学校の就学援助の受給率について伺います。予算書２３５ページ、説明書２６０ページで

す。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

先ほども述べさせていただきましたけれども。

○京増委員

すみません。お聞きしました。申し訳ありません。

２４０ページ、青少年健全育成費について伺います。

青少年健全育成費についてなんですけれど、項目が、節が今までと本当に変わらない。やっ

ぱり時代に合ったものにしていく必要があると思うんですが、どうして不登校とか、ひきこ

もりというのが、青少年健全育成の中に入らないのか、そのことについてお伺いします。

○小川社会教育課長

的確な答弁ができるか、ちょっと分からないんですが、不登校に関して、また担当部署もご

ざいますので、そちらと協議しながら、今後、検討していきたいということでご理解をお願

いいたします。

○京増委員

やはり、不登校が高止まりしていると。そして、成長した後、また、新たなひきこもりが生

まれているというところから見ても、現状に合った青少年健全育成というところで考えてい

ただきたいと思います。

次に、図書館一般人件費１４人分なんですけれど、今。

○小菅委員長

何ページになりますか。予算書何ページですか。

○京増委員

２４５ページです。説明書２４５ページです。

今、社会教育の場として図書館が非常に重要な役割を占めているし、また、占めざるを得

ないと。なぜかといいますと、公民館がコロナの関係でワクチンの会場になって使えないと

いう意味では、図書館が文化的な、また社会的な活動をする足場の大きな１つとなっており

ます。

その点について、より多くの方が図書館で何らかの活動をするというようなことは、職員

としては考えておられるのかどうか、伺います。

○小菅委員長

京増委員、質問をもう少し分かりやすくお願いします。

○京増委員

人件費の中で職員の皆さんがいろいろと工夫をしていただいて、活動が広がるような、そう

いう試みは、この令和４年度予算に何かあるのかどうか、伺います。

○森図書館長



人件費自体は個々の給与体系ですとか、そういったものが決まっていますので、図書館には

司書を含め十数人おりますので、その司書の工夫によりまして、活動内容というのは、いろ

いろ工夫をさせていただいています。

近年、そこのところが若干変わりましたのが、児童館ができておりますので、際立った試み

といたしましては、児童館に出向きまして、そこに来られている児童に関しましてお話し会

をやったりですとか、そういった図書館内でやるだけではなくて、出向いて、出張しまして

やっております事業も展開はしております。

○京増委員

コロナが始まる前には、職員の皆さんがいろいろ工夫されて、楽しい集いをしていたわけで

す。私も参加させていただきまして、本当に努力されているなというふうに感じました。そ

こから本などにも興味が湧いてきた、そういう方もいらっしゃるのではないだろうかという

点で、コロナで本当に公民館が使いづらいという状況ですので、コロナということでは図書

館も大変だとは思いますが、ぜひ、工夫をお願いしておきたいと思います。

じゃあ、次に、説明書２６３ページです。

○小菅委員長

予算書、何ページですか。

○京増委員

予算書２６３、調理場給食事業費のうちの給食残渣の処分業務についてお伺いします。

ここのところ、残渣の分量が増えていたと思うんですが、令和２年度、３年度の残渣分量を

お聞きしたいと思います。

○河津学校給食センター所長

お答えいたします。

残菜量、残菜率に関しましては、令和３年度、今年度ですが、４月から２月までの残菜量が

約５０．９トン、残菜率は１７．０パーセントです。令和２年度の状況が年間で約４６トン、

残菜率は１５．５パーセントでしたので、現段階では残菜量で既に４．９トンの増、残菜率

で１．５ポイントの増となっております。

これにつきましては、新型コロナ感染拡大に伴い、主に１月以降、学級閉鎖や休校等が発生

しておりますが、連絡のあった当日や翌日分については、食材調達や調理工程の都合で給食

を停止することができず、結果として残菜が多く発生したこと、また、前年度との比較につ

いては、令和２年度の４月、５月は給食を停止していたことも影響して、前年度よりも残菜

量及び残菜率が増加傾向になっているものと考えます。

令和４年度におきましては、令和３年度上半期の実績値に基づいた積算で予算を計上させて

いただいております。

○京増委員

残渣が増えた理由については、今、いろいろ言われたんですけれど、私は、物価高騰の折、

給食の内容が、カロリーとか栄養は計算されていると思うんですけれど、出される内容が今

までの子どもたちの給食の食べてきた内容と違って、ちょっと貧しくなっている部分がある



のではないかと、そんなふうに思うんですが、この点については、どうでしょうか。

○河津学校給食センター所長

残菜率、残菜量を減らすためには、栄養教諭及び栄養士が日頃から相当な研究、努力をして

おりまして、少しでも食べ残しの少ない給食を目指して献立の作成をしております。

また、栄養士に関しましては、学校に赴いて食に関する指導を行ったり、給食や食べること

に対する興味や関心を深めることを伝えております。

また、各学校現場におきましても、教職員の先生方のご指導などもいただくことのご協力を

お願いしているところですので、内容、正直なところ、私、検食等で本年度しか給食に関し

まして食しておりませんので、去年までの比較というのはすぐには申し上げられませんが、

実感しますと、相当しっかりしたものをお出ししているというような自負は持っております。

○京増委員

栄養士さんや、それから、調理する方々が本当に大変な物価高の中で頑張ってくださってい

ると、本当によく分かりますし、本当にご苦労さまだなと思います。

そういう中でも物価高がどうしてもネックになっているという点では、先ほど、小髙委員も

意見を述べておられましたけれど、給食費を無料にするなり、また、働く人たちもいい方向

に、どうすればなるのかということは考えていただきたいと思います。給食費を無料にする

のが一番いい方向かなとは思いますので、よろしくお願いいたします。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

○木内委員

先ほど来、出ておりますけども、予算書の２３１ページにあたるのかどうか分かりませんが、

概要説明書２５９ページ、就学援助費と併せまして、予算書２３５ページ、概要説明書の２

６６ページ、中学生に対する援助なんですけども、両方に係るんですが、特に中学生の方に

なると思うんですが、部活動等で優勝とかして、遠征費が結構父兄の負担になっているケー

スがあります。ＰＴＡ会費の方から一部負担していただいているところはありますけども、

市としても多少援助等を考えていただければと思いますので、令和４年度予算で、こういっ

たことを考えているのかどうか、お伺いします。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

県大会上位や、全国大会、関東大会に進出する生徒につきましては、補助事業に入っており

ますので、ご承知いただきたいと思います。

○木内委員

県大会までは承知しているんですけども、もうちょっと小さい単位でも交通費等で負担を考

えているところがありますので、そういったところは、一部ＰＴＡ会費とかでも負担してい

ただいているのは分かるんですけども、そういったところまで負担していただければという

意味でお伺いさせていただきました。

○鈴木教育委員会参事



承知いたしました。

また、就学援助の中で部活動費も入っておりますので、そういう中で対応していきたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。

○木内委員

よろしくお願いいたします。

続きまして、予算書２４８ページ、概要説明書２３１ページになると思うんですけども、先

ほど、小澤委員からもありましたが、文化財の保護につきまして、一番大切なのは、湿度、

温度管理になると思います。

ましてカメラは、レンズ内にカビが生えてしまったら、せっかくのカメラが無駄になってし

まいます。私もちょっとカメラに興味があって、持っていたんですけども、一度カビが生え

てしまうと、高額な修理費も含めてですけれど、また修理できない等がありますので、また、

今、公民館内で管理していることもありますので、別途、令和４年度予算で湿度管理に関す

る加湿器、除湿機も含めて予算化があるのかどうか、お伺いします。

○小川郷土資料館長

次年度予算には特にそういった空調機等々の計上はございませんが、問題が発生したときに

補正等で財政当局と協議しながら対応を行っていきたいと考えております。

○木内委員

公民館の空調は、夜中は止まっております。夜、空調管理等ができなくなってしまうんで

す。これは何かあってからでは、もう手後れなんです。その前に、梅雨を迎える前には最低

限度除湿機が必要かなと思いますので、早めの対応を考えていただきたいんですけれど、そ

の点について、最後お伺いします。

○小川郷土資料館長

早急に検討させていただきたいと思います。すみません。

○木内委員

よろしくお願いいたします。

続きまして、予算書２５５ページ、概要説明書２９１ページなんですけども、八街キャンプ

場についてなんですが、今、キャンプ場の状況があまりよくないというふうに感じておりま

すけども、今の状況についてお伺いしてよろしいでしょうか。

○秋葉スポーツプラザ所長

お答えいたします。

八街キャンプ場につきましては、現在、まん延防止等措置のため、利用は中止とさせていた

だいております。また、雑草の刈取りですとか、業務委託で行っておりますが、どうしても

夏場は雑草が伸びてしまいますので、その時期には職員の方でも対応しているところでござ

います。それ以外にも定期的に点検をしまして、利用していく中で支障のないようにしてま

いりたいと考えております。

○木内委員

台風の被害で給水塔、トイレの方を含めまして、木の方は大分きれいになっているんですけ



ども、そういったところの予算を組んで修理しますというふうになっていたんですけども、

修理状況についてお伺いしてよろしいですか。

○秋葉スポーツプラザ所長

台風による倒木につきましては、処理の方は全部終わっているところでございます。

トイレに関しましては、屋根の方に損傷があったんですけれども、そちらの方も修理は終え

ております。

○木内委員

以前もお話ししましたけれども、給水塔の方に、浄水器等を付けていただいて、ぜひ、飲水

に使えるようにしていただきたいんです。予算も含めて、令和４年度は組めるかどうか分か

りませんけども、いつでも使える状態にしていただきたいのがありますので、浄水器を付け

る、今、キャンプ場で水を飲めないというふうになると、それを洗い水に使ったところで、

どうしても水は残ってしまうんです。だから、やっぱり、浄水器を付けて、水をきれいにし

ていただくことが大事だと思うので、令和４年度予算、補正でもいいんですけども、まだ、

いつ、まん延防止が終わるかどうか分かりませんが、すぐ使えるような状態で、浄水器の設

置について予算組みできるのかどうかについてお伺いします。

○秋葉スポーツプラザ所長

現在の当初予算の中では考えておりませんが、今後、検討させていただきたいと思います。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○小菅委員長

質疑がなければ、これで文教福祉常任委員の質疑を終了します。

文教福祉常任委員以外で質疑のある方は入場してください。

（常任委員外委員入場）

○小菅委員長

次に、文教福祉常任委員以外の質疑を許します。

○丸山委員

それでは、私は、教育振興費のところでお伺いしたいというふうに思います。

先ほども委員の方からの質問がございましたが、教材費等の備品、また理科教育振興用備品

について、新年度予算編成において、方針案はどのように示されたのか、お伺いしたいと思

います。

○鈴木教育委員会参事

先ほども委員さんにお答えさせていただいたんですけれども、必要な教材備品につきまして

は、優先度の高いもので、学校と協議をしまして購入していただくという形で、私たちの方

では、教材備品、理科備品につきましても、このようにさせていただいているところでござ

います。

○丸山委員



それは市の方の財政課の方からの新年度予算編成にあたっての方針があったから、そういう

ことになったんですよね、客観的にね。だから、市の財政課の方からの予算編成方針案、そ

れはどういう内容だったんでしょうか。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

基本的に去年等を超えないようにということで予算を組ませていただいたところでございま

す。

○丸山委員

そのような指示があったと思います。

先ほども教育長は、本当に苦しい胸のうちを打ち明けて、もっともっと増やしたかったんだ

というような答弁がありました。

教材備品購入費については、文部科学省は子どもたちの確かな学力の育成を図るとして、令

和２年度から令和１１年度の１０か年を計画的な整備を促進するということで、各自治体に

計画的な取組をしなさいよということで指示が出ていると思います。

ところが八街市は、令和２年、令和３年度、令和４年度と全く同じ１５３万９千円です。理

科の方は１３３万７千円というようなことです。これでは、確かな学力の育成を図ることは

できないと。教員にも子どもたちにも我慢を強いる、そういう教育振興費となっているとい

うふうに思います。

そこで、私は市長にお伺いしたいと思います。

市長は、子どもたちは八街の宝だ、これはいつも口ぐせのように言われている。本当に子ど

もを大切にしたいという大切な言葉だというふうに思うんですけれども、こうした子どもた

ちに関わる教育振興費、あるいは理科の教育振興備品費、こういった子どもたちが勉強して

いく上でどうしても必要なものは何としても確保していくべきではないかなと、そのように

思いますが、市長はどのようにお考えなのか、お伺いしたいと思います。

○北村市長

先般でも、いつでも、一般質問の中でも、子どもたちは八街市の宝だというふうに発言して

おりますし、そのようなことで子どもたちの育みをいつも考えております。

そういう中で、今、丸山委員のご指摘のようなことにつきましては、私がしっかりと国へ要

望しなきゃいけない部分であろうかと思っておりますので、千葉県市長会、あるいは全国市

長会の中でしっかり要望活動をしてまいりたいと思っております。

○丸山委員

確かに予算が少ないというのは事実あるんですが、文部科学省は令和２年度から１１年度ま

での学校教材整備のための単年度８００億円の地方交付税の措置を講じると、予算は確保し

ているんです、文部科学省はね。ですから、こういった国の補助金を活用して、子どもたち

の振興費を八街市でも確保していく、そういう努力が必要ではないかなというふうに思うん

です。

だから、一律に前年度と同じような予算計上にしなさい、これを教材委員会にまで押し付け



てはならないと。次代に担う子どもたちにしっかりと学力が付けてもらう、付けさせる、そ

のための予算をきちんと確保していかなければならないと。確かに八街市は財政が厳しいと

いうのはよく分かります。しかし、将来、この八街を背負っていく子どもたちに投資するこ

とが必要だというふうに思います。

そういう点で、市長、八街市の子どもたちに対する教材備品の購入費、また、理科教育振興

費、これに関しての予算をきちんと付けていただきたいと思いますが、再度、お願いします。

いかがでしょう。

○北村市長

今の丸山委員の要望を含めた中で、さらなる努力をしてまいりたいと思います。

○丸山委員

さらなる努力ということのようなので、教育委員会の方で、この予算では学校に配分するの

には本当に心が痛むという予算であってはならないと。八街市は、お金はないけども、子ど

もたちの学習、教育のためにはきちんと予算を確保していく、そういう姿勢で、ぜひとも市

長、取り組んでいただきたい、このことを再度申し上げておきます。

次に、やはり教育振興費の就学援助費についてであります。

先ほども受給率等を伺ったところなんですけども、新年度につきましては小学校の入学準備

学用品について、要保護者部分では３千円アップしております。５万４千６０円となってお

ります。ぜひとも、準要保護者においても同様の単価の引上げを求めるわけですが、その準

備はあるかどうか、その辺についてお伺いいたします。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

受給率の引上げにつきましては、国の基準に沿って行わせていただいておりますので、また、

国に合わせて、今後、引き上げられていけるように検討してまいりたいと思っております。

○丸山委員

受給率ではなくて、大変すみません。小学校の入学準備学用品についてなんです。これは要

保護者部分については国の方では３千円アップして５万４千６０円にしたわけです、この４

月からするわけです。準要保護者、これは八街市が持ち出さなければならないんですけれど

も、同様の単価の引上げで入学準備の学用品アップをさせてほしいということなんですが、

そういった準備はされているのかどうかということをお伺いしたいと思います。

○関教育次長

お答えいたします。

今年度、入学準備金につきましては、新年度、そのような準備がされておりません。今後、

国の動向を見まして、それが必要であるんであれば、国と同様に対応していきたいと思いま

す。

○丸山委員

この予算を編成する時点では、まだ、国はこの方針は多分出していなかったと思うんです。

国の方は令和４年度から実施するということを言っておりますので、ぜひ、八街市も倣って、



準要保護の世帯に対しても対応をお願いしたいというふうに思います。

それで、コロナ禍で家計が急変した世帯が増えたというふうに言われているわけなんですけ

ども、教育委員会でもそういった点での相談窓口体制、これをきちんとしていくことが必要

ではないかなと思われるんですが、そういった点での対応、対策はされているのかどうか。

きちんと就学援助につなげていくと、こういった取組が求められていると思いますが、その

辺についてはいかがでしょうか。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

相談窓口体制につきましては、今回、動画でホームページの方にアップしたり、また、窓口

においても課内の窓口に申請に来られる、相談に来られる方がいらっしゃいますので、あと、

一番多くは学校に状況を説明してくる、また、学校が給食費の未納とかということで実態を

把握しておりますので、学校と教育委員会が密に連携を図るとともに、相談体制の周知を積

極的に進めていきたいと考えております。

○加曽利教育長

今、課長が述べましたことに追加させていただきます。

コロナ禍で非常に困っている家庭が増えていることは、私どもも承知しておりますので、今

までの広報活動に１つプラスしまして、ユーチューブの方に詳細に、八街市の就学援助とい

うものはこういうものですということを、最近、載せましたので、後ほどご覧になっていた

だいて、また、ご指導いただければなというふうに思います。

○丸山委員

最後、教育委員会の方で就学援助制度の紹介、大変分かりやすくなっているんです。どこの

自治体よりも本当に分かりやすい、それは本当に評価したいと思います。

ぜひ、これが困っている家庭に就学援助がつながっていけばいいかなというふうに思いま

す。ぜひ、こういったユーチューブ等も、今、始めているということだったので、安心いた

しましたけれども、ぜひとも、まだまだ八街市の就学援助率は１０パーセントいっていない

ので、全国平均でいえば１５パーセントいっているわけなので、そういう点ではぜひとも努

力いただきたいと、このことをお願い申し上げまして質問を終わります。

○北村市長

先ほど、教材等々で努力が足らないというようなご指摘があったんですけど、その前に、八

街市の子どもの育みのために八街市の教職員の先生方は、日頃、本当に頑張っております。

本席をお借りしまして、先生方に感謝申し上げて、先ほどの答弁に加えさせていただきたい

と思います。

○新見委員

ありがとうございます。

１点だけ、予算書２６３ページ、説明書２９６ページ、給食残渣処分業務、これに年間７６

７万８千円ですか、非常にびっくりしております。ＳＤＧｓと日頃言っているにもかかわら

ず、こういった残渣処分しているということは、非常にＳＤＧｓに反していると思います。



これだけの金額をかけるんであれば、業者に渡すのであれば、八街は農業が基幹産業ですか

ら、これを肥料として再利用できるような利用法はできないかと思います。

残飯を肥料にするための施設等々初期費用は結構かかると思いますが、長い目で見たら、Ｓ

ＤＧｓに沿って行動ができるんじゃないかと思いますが、いかがでしょうか。

○河津学校給食センター所長

お答えいたします。

給食センターで発生する残菜に関しましては、民間の業者に委託しましてリサイクルをさせ

ていただいております。全て液状化飼料として家畜の餌に再利用されております。ただ、再

利用先が市内かどうかは、ちょっと確認が取れておりませんが、再利用という部分ではＳＤ

Ｇｓの理念に合致する部分もあるかと思います。どうしても処理費と運搬費というところで

経費はかかっておりますが、有効な活用はさせていただいているところでございます。

○新見委員

残渣処分、これは業者に出した方が安いかもしれません、確かに。ただ八街市内で出た、こ

ういったものは八街市内で処分するという考えにいきませんかね。これを八街市内で出たも

のは八街市内で処理すると。八街市内でやるＳＤＧｓをぜひともやっていただきたいと思い

ますが、いかがでしょうか。

○小菅委員長

新見委員に申し上げます。一般質問になるので、質問を変えてください。

○新見委員

はい。なるべく八街市内でやっていただきたいと思いますが、これだけの金額を使うんであ

れば、長い目で見て、八街市内で処分した方がよろしいと思います。よろしくお願いします。

○栗林委員

１点だけお聞きします。

予算書２２４ページ、概要説明の２４９ページ、教育支援センター管理運営費の中に該当す

るのか、ちょっとそこの部分があれなんですけれども、今、ヤングケアラー問題というのが

国の中でもかなり注目というか、意識していただいております。

学校現場で、令和４年度、新年度において、ヤングケアラー等に対する実態調査等の予定と

いうか、そういう予算が組まれているかの確認をさせてください。

○鈴木教育委員会参事

お答えいたします。

ヤングケアラーにつきましては、近年話題になっていることでありますので、逐次、学校と

連携を取り合いながら調査をしていくところであります。ただし、予算等については、今の

ところ、考えていることとしては、スクールソーシャルワーカー等の活用を通しながら連携

を図っていきたいと考えております。

○石井委員

それでは、何点か質問をさせていただきます。よろしくお願いいたします。

予算書２２７ページ、概要説明書２５３ページ、小学校施設整備事業費についてご質問いた



します。

工事請負費なんですけども、この中で二州小学校プール附属棟改修工事５１１万円計上して

いただいているんですけども、この工事内容についてお聞かせ願えますでしょうか。

○井口教育総務課長

それでは、お答えさせていただきます。

こちらは老朽化いたしましたプールの附属棟、こちらを取り壊しまして、実は附属棟の中に

トイレが入っていまして、こちらが使えなくなっちゃいますので、屋外用のトイレを新たに

設置するといった工事でございます。

○石井委員

築４０年以上たっている建物だと思います。総合防災訓練のときの外トイレに使ったりとか、

かつてですけども、二州小学校の大運動会の一般の方の、また、ご老人の方とかも含めて、

外トイレを使ったりしています。手すりを付けていただいたんですけども、その後、改修の

お願いをちらっとしていたんですけども、予算を付けていただいて、非常にありがたいなと

思いますので、どうぞよろしくお願い申し上げたいと思います。

その下のスクールゾーンの路面標示整備工事について、これはどのような箇所でしょう。グ

リーンベルト等でしょうか。いかがでしょう。

○井口教育総務課長

こちらにつきましては、通学路等の一般的な路面標示の舗装としておりまして、予算上、一

応１０か所ということで想定しておりますが、まだ場所等について確定しておりませんので、

今後、交通安全対策会議等でいろいろ整備が必要な箇所の方が出てくるでしょうから、そう

いった形で、会議の中で出てきた場所に整備していきたいというふうに考えております。

○石井委員

緊急点検の１５０か所のうちの１０７か所は今年度に終わるということで、答弁を当時いた

だいているんですけども、付加事業として路面工事を合わせて抱き合わせていただければあ

りがたいなと、来年度、よろしくお願いしたいと思います。

次に、同じく２２７ページですけども、使用料及び賃借料、自動車借上料の救急用タクシー、

これは何を想定されて予算計上されているんでしょうか、お聞かせください。

○井口教育総務課長

それでは、お答えさせていただきます。

こちらはお子さんが急に具合等が悪くなってしまったときに、緊急で自宅の方へ帰らなくて

はならないといったときに、タクシーの利用を想定しまして計上したものでございまして、

こちらは緊急用タクシーで、１校当たり９千円で９校分で８万１千円というような……。申

し訳ございません。学校から病院へ行く際のタクシー代ということでございます。

○石井委員

救急車との連動性はどう考えられたんでしょうか。

○井口教育総務課長

緊急性がありまして、緊急で運ぶべき事案であれば、当然として１１９番をしまして救急車



を呼ぶということなんですが、学校側で先生方が付き添ってお子さんを病院へ連れていけば

大丈夫というような軽症の事案であれば、救急車を使わずにといったようなことでございま

す。

○石井委員

分かりました。保健師の判断、校長の判断ということの中の１校１台分ということですね。

子どもたちの命を守るために、ありがとうございます。

続いて、２２８ページ、これは小学校施設管理費と中学校にも関連するんですけども、樹木

の害虫駆除と、同じく、その下にある樹木の伐採業務、これについてですけど、これはどの

ような形で考えていらっしゃるのでしょうか。特に伐採業務に関しては、危険箇所を伴った

りするものと思いますけども、小学校、中学校別にお願いします。

○井口教育総務課長

まず、害虫の駆除についてでございますけども、こちらは毎年、年２回実施しております。

それから、樹木の伐採につきましては、学校から危険箇所というか、この木を切ってほしい

というようなお話があれば、現場を確認の上、速やかに伐採するといったような対応をして

おりますが、予算額としては、少ないものですから、あまりできないような感じもしている

かと思うんですが、こちらも委託料は、年度前に入札をかけている案件が結構ありまして、

その中で執行残等も発生しますので、執行残との兼ね合いの中で、できるものから早急に

やっていくといったような対応をしております。

○石井委員

昨年末、川上小学校入り口を伐採していただいたと思います。十数年ぶりに地域の方も大変

喜んでいました。見通しが非常に悪くて、あのカーブが悪くて、あと樹木から落ち葉がすご

くて、子どもたちも掃いても掃いても、毎日、葉っぱがたまる、先が見えないという状況で

すけども、そういったところは大胆に地元の要望を踏まえて、学校と連携して、樹木の伐採

をお願いしたいと思います。

続いて、２２９ページ、概要説明書の２５６ページになると思うんですけども、ＧＩＧＡス

クール、ギガネットワークに関することはここでよいのかと思うんですが、今、学級閉鎖と

か、学校閉鎖とかがあったときに、グーグルクローム、１人１台、もう配付済みだと思いま

す。今まではそれがかつてはなかったんですけど、今はそれで朝礼の点呼を、朝、取ったり、

授業展開をし始めている。とてもすばらしいと思っています。要は学校に行かなくても授業

展開ができたり、先生との授業体系ができている。

そんな中で、家庭でＷｉ－Ｆｉの設置状況を学校サイドを通じて確認されていると思うんで

すけども、家庭環境、学習環境の充実をどの程度把握されていらっしゃるか、お聞きいたし

ます。

○鈴木教育委員会参事

市の方でＷｉ－Ｆｉルータを設置していない家庭に対しての調査をかけた際に、本市児童・

生徒の９５パーセントの家庭が設置状況が可能となっております。そして残りの５パーセン

ト分と考えて３３０台ほど用意したんですけれども、このようなコロナ禍の状況の中で、貸



出しをした台数については４０台程度になっております。

○石井委員

ちらっと聞いている情報だと、入ってくれない生徒も結構いらっしゃって、授業に参加でき

なかったという方が結構いらっしゃるんですけど、これはＷｉ－Ｆｉの設置もそうなんです

けど、貸出しも使い方がグーグルクローム等のセッティングができなかったりとか、こう

いったことが何人かちらっと見受けられますので、現場サイドで、その辺は徹底していただ

ければ、子どもに差異が出るというのはかわいそうなので、よろしくお願いをしたいという

ふうに、次年度も含めて、そういう場合が想定されるので、よろしくお願いしたいと思いま

す。

続いて、すみません、予算書の２３９ページ、概要説明書の２７３ページでございます。

家庭教育学級の講師謝礼ということで報酬の欄に計上されていらっしゃるんですけども、今

年度、家庭教育学級の実績はどうだったんでしょうか。

○小川社会教育課長

家庭教育学級は、各幼稚園、小中学校で開設していただいておるんですが、今年度はコロナ

禍もございまして、ユーチューブによる動画配信で行ったという状況でございます。

○石井委員

講師謝礼は、今年度はどのぐらいの、どういった方を講師として招いて、学校としてはどれ

だけの実績を持たれたんでしょうか。

○小川社会教育課長

動画配信のために心理カウンセラーを講師として撮影をしたということで、１回だけの講師

謝礼ということで、各幼稚園、小中学校では特に講師謝礼は生じていないという状況でござ

います。

○石井委員

コロナ禍の中で家庭教育学級もなかなか、特にお母さん方が非常に多く参加されますので、

次年度も、コロナ禍が収束された暁には、充実した家庭教育学級に努めていただいて、よろ

しくお願いしたいと思います。

次のページの予算書２４０ページ、子ども１１０番の件で質問が出ましたけども、子ども１

１０番の協力世帯の保険料の計上をされていらっしゃいます。これは何世帯分の保険料とな

るんでしょうか。

○小川社会教育課長

市内２千世帯で予算は計上しております。

○石井委員

そうすると、１世帯当たり５５０円、５００円、幾らになりますか、すみません。

○小川社会教育課長

１世帯当たり５０円となります。

○石井委員

先ほどの答弁を聞かせていただきました。子ども１１０番は、今、実際、ＰＴＡの方で実地



の状況を把握して、市内全域のＰＴＡが動いています。本当に頭の下がる思いでございます。

子ども１１０番も新しく生まれ変わろうということで、全世帯に実地をかけて実態調査して、

今、その渦中、もうそろそろ３合目、４合目、もう終わりに近づいているというふうに聞い

ています。

備品購入費がその下に書いてあるんですけども、周知看板なんですけども、これは当時から

看板の内容は変わっていないですよね。たしか子ども１１０番は平成１７年くらいから事業

が始まっていると思うんですけども、当時、たしか学校の先生でしたっけ、たしかそうです

ね、学校の先生が子ども１１０番のポスターを描いていただいて、それが採用されたという

ふうに聞いているんですけども、今、せっかく新しく２千件、実地調査をして、それで令和

４年度から実は新しい加入の協力世帯を募ろうという動きになっています。

教育長にも何度かその情報はお入りになっていると思うんですけども、私が考えるに、子ど

も１１０番の件は、新しく八街市も変わっていこうということで、これは千葉県でも印旛郡

でも八街が先頭をきって、今、やっていると状況だというふうに、印旛郡の会議でも聞いて

います。

ですので、例えば、子ども１１０番の看板自体は、非常に今までの看板はありがたいんです

けども、どちらかといえば、看板自体を新しくしていく。いわゆる、子どもに子ども１１０

番ポスターを描いていただいて、そういったものを八街市内の子どもに描いていただいたも

のを採用していったものを、子ども１１０番の看板として今後周知していただければありが

たいなと思うんですけども、その考えについていかがでしょうか。

できれば教育長に。

○加曽利教育長

お答えいたします。

子ども１１０番の見直しにつきましては、市Ｐ連の方々には本当にお骨折りをいただいてい

ることを、この場をお借りしまして感謝申し上げます。ありがとうございます。

今、お話がありました看板等は、以前スタートしたときに公募した中で、美術の先生の図柄

が採用されたと、私は記憶しておるわけでございます。

今、子どもたちも含めながら、公募というお話もいただきました。ちょっと予算の関係もあ

りますので、それが可能かどうかも今後検討していきながら、広くそういうふうに募集する

ことは非常に私もいいことだと、前向きに取り組んでみたいなと思いますけども、予算面も

ありますので、検討はさせていただきたいなというふうに思います。

○石井委員

担当課長、すみません、教育長、こういうふうにおっしゃっていただいているので、例えば、

来年度予算、当初予算としては難しかったのは分かります。この看板計上もありがたいと

思っているんですけども、今の看板も１年２年外に置いておくと、結構すぐ色あせちゃうん

で、できれば、そんなような材料を考えていただいて、今後、補正も含めてお考えいただき

たいと思うんですけども、その辺、いかがでしょう。

○小川社会教育課長



先ほど、教育長からも答弁しておりますので、今後、補正等で対応できるか、ちょっと分か

りませんが、財政当局と協議しながら対応していきたいと考えております。

○石井委員

よろしくお願いします。

○山口委員

１点だけお伺いいたします。

予算書２５７ページ、スポーツプラザ管理運営費についてお伺いいたします。

概要説明書は２９２ページになりますが、その中で減額理由といたしまして、スポーツプラ

ザ改修工事による体育館の休館に伴う経費の減額というふうに書かれております。

スポーツプラザの改修工事、すばらしい改修工事になるんだろうなというふうに思うところ

ではございますが、改修工事に伴いまして、休館になるわけで、影響が予想される人数につ

いてお伺いいたします。

○秋葉スポーツプラザ所長

お答えいたします。

令和４年度におきまして、スポーツプラザのアリーナの床改修工事、アリーナ照明設備等改

修工事を予定しておりまして、期間としましては令和４年７月から年度末を予定しておりま

す。

こちらのスポーツプラザ管理運営費の減額につきましては、こちらの７月から年度末分の光

熱水費ですとか、その辺の予算計上、これを減額しまして計上したことにより減額というよ

うな形になっております。

また、人数、この期間、利用中止になりますので、影響する人数ですけれども、今、利用者

の実績を見て、この間の利用人数、計算をしておりますので、後ほどお伝えしたいと思いま

す。

○山口委員

あと、利用される方々については、スポーツに親しみ、健康な体を作っていくということは、

とても重要なことでございまして、この方々に対しまして、対応、対策は考えているとは思

いますが、その点につきましてお伺いいたします。

○秋葉スポーツプラザ所長

令和４年度にスポーツプラザが利用できない期間がございますけれども、その期間の対応策

というところで、大変申し上げてりませんが、私どもの方で違う場所にというような、そこ

までの対応はできていない状況でございます。

○山口委員

確かにコロナ禍でありますので、不特定多数の方が例えば市内にある体育館を使わせていた

だくとか、そういったことは、なかなか難しいかもしれませんが、やはりそういったところ

も含めて、健康に体を動かすという環境を構築していくというのは考えていかなければなら

ないというふうに、私は思います。なので、そういったところも含めて、関係各課と協議し

ながら、健康な体を作っていくために、どのような対応をすべきかというところは協議され



た方がよろしいかと思います。

以上です。

○林（政）委員

私からの質問は、教育長に答えていただきたいと思います。というのは担当課をまたぐ質問

なので、教育長にお答えいただきたいと思います。

中央公民館の貸出業務は、文書というか、ペーパーでやっているわけです、貸出して。それ

から、スポーツプラザも貸出しはペーパーですよね。秋葉課長、そうですよね。例えばテニ

スコートの貸出しとか、そういうのは、今は電話１本では借りられないですよね。

これを新型コロナウイルス感染症対策で国からの交付金を活用して、密を避けるという意味

で、何とか電算化できないか、オンラインでできないか、そういうのを教育長としても取り

組むべきだと思うんですけど。

（「予算書のページはどこですか」と呼ぶ者あり）

○林（政）委員

予算書、失礼しました。予算書の２４２ページ、それから２４３ページに公民館の運営、

あるいはスポーツプラザの運営、両方にかかっているので、お願いします。

○加曽利教育長

答弁いたします。

今、委員の方からお話がありました申込みの電子化といいましょうか、電算化といいましょ

うか、そういうことに関しましては、各それぞれの部署でも検討しております。ところが、

なかなかメリット、デメリットがございまして、また、電算化したらしたで、コンピュータ

が使えない、ネットが使えませんとか、様々な支障が出て、今、それを１つ１つ検証して、

何とか将来的に電算化できないものかという方向性で、今、動いているところでございます

ので、いましばらく、お時間頂戴させていただきたいなと思っております。

○林（政）委員

最後に、２５９ページに、先ほど山口委員から出ていましたけど、スポーツプラザの整備事

業費ですけれども、約１億５千万円、ここで計上しておりますね。今、印旛郡市の市民大会

とか、そういうことで陸上業務は他の市にお願いしているところなんですけども、私が聞い

たところによると、今のスポーツプラザの陸上グラウンドはクリーンセンターの方に延ばせ

ないということなので、今現状のあるところで、何とかそういう構想を入れていただきたい

と思うんですけども、いかがでしょうか。

教育長に質問します。

○加曽利教育長

答弁いたします。

私も八街市に、子どもたち、また市民たちが集うようなグラウンド、運動場、トラックのよ

うなものがあればいいなと思ってはおります。スポーツプラザの広場、あそこは広場の扱い

になりますけども、広場、公園は、今のところ、焼却場の部分との兼ね合いがありまして、

なかなかそれが自由にこちらの方で設計変更することは難しいと、私は聞いております。



その辺も改めて、もう一度精査しながら、将来設計を今後作っていきたいなと思います。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

質疑がなければ。

（「答弁」と呼ぶ者あり）

○小菅委員長

答弁、失礼しました。

秋葉スポーツプラザ所長。

○秋葉スポーツプラザ所長

先ほど、山口委員の方から、スポーツプラザの改修工事に係る影響される人数をというご質

問だったんですけれども、月ごとの人数が手元にありませんので、令和２年度利用者の方が

総数で５万９千９１１人、期間で１月から７月は利用できますので、それ以外の８月から年

度末まで、すみません、申し訳ありません、７月から年度末までが使えないということにな

りますので、割合で出しまして、その４分の３で４万４千９００人程度の方に影響があると

いうようなことが推測されると思います。

以上です。

○小菅委員長

ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○小菅委員長

質疑がなければ、これで文教福祉常任委員以外の質疑を終了いたします。

以上で文教福祉常任委員会所管事項の審査を終了します。

お諮りします。本日の会議はこれで終わりにしたいと思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○小菅委員長

ご異議なしと認めます。

３月１４日は午後１時３０分から、引き続き特別委員会を開催し、総括質疑、討論、採決を

行います。

委員の皆様に申し上げます。総括質疑の通告は本日午後４時４０分までに事務局へ提出して

ください。

ご苦労さまでした。

（散会 午後 ４時１５分）


